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高
齢
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え
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一
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と
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っ

高
齢
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と
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く
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近
所
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
元
気
な
生
活
を
続
け
た
い
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
一
番
幸
せ
な
こ
と
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す

近
所
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
元
気
な
生
活
を
続
け
た
い
。
こ
れ
が
で
き
れ
ば
一
番
幸
せ
な
こ
と
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。。

今
月
号
で
は
、
経
験
や
技
術
を
生
か
し
て
積
極
的
に
地
域
活
動
を
担
っ
た
り
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
進
め
て

今
月
号
で
は
、
経
験
や
技
術
を
生
か
し
て
積
極
的
に
地
域
活
動
を
担
っ
た
り
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
いい

る
高
齢
者
の
取
り
組
み
や
地
域
の
支
援
、
そ
し
て
市
の
高
齢
者
施
策
の
概
要
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

る
高
齢
者
の
取
り
組
み
や
地
域
の
支
援
、
そ
し
て
市
の
高
齢
者
施
策
の
概
要
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。。

コミュニティ社会を担う高齢コミュニティ社会を担う高齢者者

活
発
な
近
所
づ
き
あ
い
で
町
内
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
健
康
づ
く
り
も
楽
し
み
な
が
ら

　
「
み
ん
な
で
、気
ま
ま
に
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
い

う
の
は
、
サ
ロ
ン
の
運
営
委
員
長

を
務
め
る
岡
田
紀
子
さ
ん
、　

歳
。

７３

新
富
町
連
合
会（
谷
川
俊
郎
会
長
）

が
指
呼
の
距
離
に
あ
る
学
田
一
区

会
館
を
低
額
で
借
り
受
け
て
、
高

齢
者
サ
ロ
ン
「
た
ま
り
場
」
を
開

設
し
た
の
は
今
年
の
２
月
。

　

毎
月
２
回
、
午
前　

時
に
な
る

１０

と
町
内
の
高
齢
者
が
誘
い
合
い
な

が
ら
サ
ロ
ン
に
集
い
、
午
後
４
時

ま
で
の
約
６
時
間
を
楽
し
く
過
ご

し
ま
す
。
岡
田
さ
ん
は
、「
声
を
掛

け
あ
う
こ
と
で
、
高
齢
者
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
で
き
て
き
ま
す
。
ど

ん
な
形
で
あ
れ
、
自
由
に
交
流
し
、

情
報
を
交
換
し
、
相
談
し
、
工
夫

す
る
こ
と
は
、
生
き
が
い
づ
く
り

や
相
互
扶
助
に
必
ず
結
び
つ
い
て

い
く
も
の
で
す
」
と
言
い
ま
す
。

　

一
方
の
谷
川
会
長
は
「
連
合
会

は
会
場
を
提
供
す
る
だ
け
で
、
お

世
話
は
し
な
い
と
い
う
の
が
最
初

か
ら
の
約
束
事
。
高
齢
者
自
ら
が

運
営
す
る
こ
と
に
意
義
を
求
め
た

会
場
は
地
域
で
提
供
し
、
高
齢
者
が
自
主

運
営
す
る
新
富
町
の
サ
ロ
ン
「
た
ま
り
場
」

回数を重ねるごとに参加者が増えているという新富町
の高齢者サロン
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も
の
で
し
た
」
と
、
予
想
通
り
の

成
果
に
満
足
そ
う
な
表
情
。

　

参
加
者
は
毎
回
少
し
ず
つ
増
え

て
、
現
在
は　

名
に
。「
朝
、
お
弁

２５

当
を
作
る
の
が
楽
し
み
」「
碁
を
覚

え
る
の
に
良
い
機
会
に
な
っ
た
」

「
話
し
相
手
も
で
き
た
し
、人
間
関

係
も
い
い
」「
災
害
時
の
避
難
に
も

力
を
合
せ
ら
れ
る
仲
間
に
な
り
そ

う
で
す
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
新
富
町
で
は
、
こ
の
ほ

か
に
週
１
回
の
割
合
で
高
齢
者
自

ら
が
運
営
す
る
サ
ー
ク
ル
活
動
も

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

出
前
講
座
で
学
ぶ
　
　

健
康
と
食
事
の
管
理

　

新
富
町
連
合
会
が
重
視
し
て
い

る
も
う
一
つ
の
事
業
に
、
高
齢
者

の
健
康
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。
毎

年　

月
に
市
の
出
前
講
座
を
利
用

１０
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
谷
川

会
長
は
「
毎
回
、
市

の
保
健
師
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
で
健
康
管

理
へ
の
意
識
と
関
心

は
高
く
な
っ
て
い
ま

す
」
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
調
理
室
を
使

用
し
て
開
催
し
て
い

る
高
齢
者
向
け
の
料

理
教
室
で
は
、「
一
食

６
０
０
㌔
カ
ロ

リ
ー
を
目
安
に
し
た
食
事
を
実
際

に
作
り
な
が
ら
、
食
事
の
量
と
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
を
勉
強
す
る
も
の

で
、
こ
う
し
た
事
業
を
継
続
す
る

こ
と
が
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

と
食
事
の
管
理
の
見
直
し
に
役

立
っ
て
い
ま
す
」
と
意
欲
的
に
語

る
地
域
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
谷
川

会
長
は
今
春
、
喜
寿
を
元
気
に
迎

え
ま
し
た
。

地
域
活
動
を
リ
ー
ド
す

る
瑞
穂
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　

瑞
穂
町
も
高
齢
者
の
活
動
が
活

発
な
地
域
で
す
。
瑞
穂
高
齢
者
ク

ラ
ブ
（
尾
関
一
二
三
会
長
、
会
員

　

人
）
が
結
成
さ
れ
た
の
は
平
成

７７２
年
。
健
康
な
か
ら
だ
と
友
達
・

仲
間
づ
く
り
、
そ
し
て
社
会
参
加

を
す
す
め
る
こ
と
を
基
本
指
針
に
、

会
員
が
知
恵
を
出
し
合
っ
た
活
動

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
最

近
ま
で
富
良
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

　
「
い
ま
、高
齢
者
が
も
っ
て
い
る

就
労
意
欲
や
能
力
を
企
業
や
事
業

所
で
活
用
し
て
い
く
時
代
に
な
っ

て
い
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の

は
、
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
富
良
野
）
の
土
田
啓
二
所

長
。「
元
気
な
う
ち
は
働
き
た
い
と

い
う
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

企
業
は
、
高
齢
者
は
意
欲
・
体
力

が
低
下
し
て
戦
力
と
し
て
使
え
な

い
と
い
う
先
入
観
を
変
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
、
定
年
の
引
き
上
げ
や
継

続
雇
用
制
度
の
導
入
な
ど
、
高
齢

者
雇
用
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
推

進
を
通
じ
て
、
中
高
年
の
就
業
機

会
の
拡
大
を
進
め
て
い
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
。「
こ
れ
か
ら
高
齢
期
を
迎

え
る
方
も
、
仕
事
に
必
要
な
能
力

開
発
や
自
己
啓
発
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
生
き
が
い
と
健
康
の
た

め
に
臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を

し
て
み
た
い
と
い
う
高
齢
者
に
は
、

（
社
）富
良
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
川
瀬
好
雄
理
事
長
）
の

会
員
に
な
る
こ
と
が
お
勧
め
で
す
。

現
在
の
登
録
数
は
１
９
４
人
。
昨

年
よ
り　

％
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

１１

庭
の
草
取
り
や
剪
定
作
業
、
冬
囲

増
え
て
い
る
『
元
気
な
う
ち
は
働
く
』
高
齢
者

合
会
の
事
務
局
長
職
を
送
り
出
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
老
連
が
主
催

す
る
高
齢
者
活
動
に
も
率
先
し
て

参
加
し
な
が
ら
先
導
的
な
役
割
も

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
中
で
も
、
伝
承
事
業
や

公
園
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
を
引

き
受
け
た
り
、東
小
学
校
の「
東
っ

子
守
ル
ン
ジ
ャ
ー
」
に
も
参
加
し
、

登
下
校
時
の
安
全
を
見
守
る
活
動

を
毎
日
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
新
た
な
事
業
と
し
て
、

独
居
高
齢
者
世
帯
を
中
心
に
し
た

声
か
け
運
動
も
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
尾
関
会
長
（　

歳
）
は
「
不

７４

自
由
な
こ
と
が
な
い
か
、
訪
問
し

た
り
電
話
で
確
認
し
あ
う
も

の
。
老
老
介
護
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
分
た
ち
で
き
る
こ
と

は
自
分
た
ち
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
を
大
切

に
し
、
そ
の
中
で
、
自
ら
が
行

動
を
起
し
た
り
活
動
に
積
極

的
に
参
加
す
る
高
齢
者
。
そ
し

て
、
高
齢
者
同
士
の
ふ
れ
あ
い

と
支
え
あ
い
を
大
切
に
す
る

老
人
ク
ラ
ブ
。
６
月　

日
に
は

３０

市
内
で　

番
目
の
老
人
ク
ラ

３７

ブ
が
弥
生
町
第
２
町
内
会
に

発
足
し
ま
し
た
。

い
、
宛
名
書
き
と
い
っ
た
軽
作
業

や
、
草
刈
、
大
工
や
営
繕
、
農
作

業
な
ど
、
会
員
の
希
望
や
持
っ
て

い
る
知
識
や
技
術
を
生
か
し
た
働

き
方
を
し
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
布
施
幸
夫
事
務

局
長
は
、「
働
く
こ
と
を
通
じ
て
社

会
参
加
の
輪
を
広
げ
、
生
き
が
い

の
充
実
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る

高
齢
者
を
支
援
す
る
の
が
大
き
な

目
的
。
会
員
登
録
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
」
と
い
い
、
ま
た
、「
家
庭

や
企
業
・
事
業
所
か
ら
の
仕
事
の

発
注
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
聞
く

自らも子ども太鼓の指導を４０年以上も続けている瑞穂高
齢者クラブの尾関会長（中央）。

サロン運営について話し合う谷川会長（左）
と岡田運営委員長
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草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

無
理
な
く
気
ま
ま
に

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
社
会
奉
仕
を

行
っ
て
い
る
高
齢
者
も
い
ま
す
。

高齢者の総合窓口相談
■地域包括支援センターで気軽に相談を
　地域包括支援センターでは、在宅の高齢者や家族を対象
に、福祉や介護、保健・医療など生活全般に対しての相談
を受けています。住み慣れた地域で生活が続けられるよう
に適切な助言やサービスの調整を行っています。また、成
年後見制度の利用も勧めています。認知症などで判断能力
が十分でない高齢者などが財産の管理や契約などで不利益
を受けないように家庭裁判所に申し立てを行って援助して
くれる方を付けてもらうことができます。将来に備えて援
助者を決めておくこともできます（任意後見制度）ので気
軽にご相談ください。
架地域包括支援センター
保健センター 2階（介護保険課内）39-2255
高齢者福祉事業　※対象は６５歳以上です。
■除雪ヘルパーを派遣します
　病弱などにより除雪が困難な６５歳以上のひとり暮らしの
方、高齢者のご夫婦などが地域で安心して生活ができるよ
う、玄関前の避難通路の確保を目的に、除雪ヘルパーを派
遣しています。利用料金は１シーズン概ね2,000円。
■高齢者緊急通報システムをお貸しします
　６５歳以上の要支援・要介護の認定を受けた方、または同
程度と判断されたひとり暮らしの方または高齢者のご夫婦
などが安心した生活ができるよう、緊急時の連絡と援助体
制を整備した緊急通報システムを貸与しています。利用料
金は月額230円。
■生きがいディサービスが利用できます
　介護認定で自立と判定された概ね65歳以上の高齢者で心
身の機能維持向上を図る必要のある方をディサービスセン
ターまで送迎し、各種のサービスを提供しています。利用
は週1回で、５７０円（別途食材費７００円がかかります）。
■生活支援ショートスティが利用できます
　介護認定で自立と判定された６５歳以上の高齢者が、基本
的生活習慣が欠如しているなど、何らかの理由により生活
上の指導、支援が必要な方に一時的に養護老人ホームに入
所してもらい予防及び在宅生活の継続を支援する事業です。
６カ月で、１回１週間程度利用できます。1日につき利用料
は842円、食費1,000円。
■自立支援ヘルパーが利用できます
　介護認定で自立と判定された概ね65歳以上のひとり暮ら
しの高齢者などで、日常生活の支援が必要と認められる方
が利用できます。週1回2時間を限度。利用料金は1時間208円、
2時間で374円。
■配食サービスが利用できます
　概ね65歳以上のひとり暮らしの高齢者などが調理が困難
な場合、栄養バランスのとれた夕食を届けて栄養管理とあ
わせて安否や健康の確認をしています。自己負担１食400円。
利用は週１回から毎日の配食も可能。
■家族介護慰労金制度があります
　要介護４または要介護５に認定された高齢者などを介護
している家族（市民税非課税世帯に限る）に対し、過去1年
間介護保険サービスの利用がなかった場合には、慰労金
100,000円を支給します。
■介護用品券などの支給をしています
　要介護４と５に認定された高齢者を介護している家庭に
介護用品購入券（市民税非課税世帯90,000円、課税世帯

山
部　

町
内
の
大
場
貞
亮
さ
ん

１０

（　

歳
）
＝
写
真
＝
も
そ
の
一
人
。

７９大
場
さ
ん
は
、
近
く
の
道
路
や
山

部
神
社
、
保
育
所
、
寿
光
園
な
ど

で
草
刈
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
夏

と
秋
口
に
な
る

と
、自
前
の
草
刈

機
械
を
肩
に
下

げ
て
た
大
場
さ

ん
の
元
気
な
姿

が
み
ら
れ
ま
す
。

「
農
繁
期
は
子
ど

も
の
嫁
ぎ
先
で

農
作
業
を
手

伝
っ
て
い
る
の

で
、草
刈
り
は
暇

な
と
き
に
、気
ま

ま
に
や
っ
て
い
る
だ
け
」
と
話
し

ま
す
。

　

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
も

活
躍
し
て
い
る
大
場
さ
ん
は
、
寿

光
園
で
は
後
援
会
会
長
と
し
て
施

設
と
地
域
と
の
交
流
事
業
の
企
画

運
営
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。
寿

光
園
で
は
「
会
長
は
忙
し
い
方
で

す
の
で
恐
縮
し
て
い
る
の
で
す
が
、

敷
地
が
広
い
の
で
草
刈
に
は
最
低

４
日
間
は
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

私
た
ち
も
た
い
へ
ん
助
か
っ
て
い

ま
す
」
と
、
感
謝
し
ま
す
。

　
「
も
う
歳
だ
か
ら
、来
年
も
続
け

ら
れ
る
か
ど
う
か
」。日
焼
け
し
た

大
場
さ
ん
か
ら
、
い
つ
も
の
控
え

目
な
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
の
目
標
は

元
気
と
幸
せ
づ
く
り

　

当
た
り
前
の
こ
と
と
は
い
え
、

健
康
の
大
切
さ
は
、
病
気
や
高
齢

に
な
っ
た
と
き
に
初
め
て
わ
か
っ

て
く
る
も
の
で
す
。
運
動
な
ど
を

何
も
せ
ず
、
自
宅
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
と
、
急
速
に
体
力
や
筋
力

が
衰
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

夏
休
み
の
朝
は
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
楽
し
ん
だ

り
、
夫
婦
や
近
所
の
人
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
散
歩
で
軽
い
汗
を
流
し

た
り
と
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
誰

に
で
も
で
き
る
こ
う
し
た
気
軽
な

運
動
が
市
民
や
高
齢
者
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
続
け
る
こ
と

が
な
か
な
か
で
き
な
い
と
い
う
方

に
は
、「
ふ
ら
っ
と
（
中
心
街
活
性

化
セ
ン
タ
ー
）」で
行
わ
れ
て
い
る

健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し

て
み
た
り
、
健
康
教
室
や
サ
ー
ク

ル
活
動
の
中
で
多
く
の
人
た
ち
と

一
緒
に
な
っ
て
行
動
し
て
み
る
こ

と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

日
頃
か
ら
、
虚
日
常
生
活
に
必

要
な
体
力
を
築
き
、そ
れ
を
維
持
・

増
進
し
て
い
く
健
康
づ
く
り
、
許

食
事
・
栄
養
に
よ
る
健
康
づ
く
り
、

距
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
込
め
な
い
健

康
づ
く
り
を
目
標
に
掲
げ
、
元
気

づ
く
り
と
幸
せ
づ
く
り
に
心
が
け

た
い
も
の
で
す
。
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42,000円）を、また、要支援-要介護3で尿失禁等の高齢者を
介護している家庭には紙おむつ券（同30,000円、12,000円）
を支給し、経済的負担の軽減を行っています。
■外出の支援を行なっています
　要支援・要介護の認定または同程度と判断された高齢者
が、バスやＪＲ等の一般交通機関を利用することが困難な
場合、タクシー料金の一部を助成し、自立の支援を行なっ
ています。利用助成券の金額は地区によって違いますので、
問合せください。また、市内の短期入所施設に空きがなく
富良野沿線の町村または芦別市の施設を利用する場合の送
迎乗車券の助成制度もありますので、ご確認ください。
■地域のふれあいを支援しています
　日曜日には地域福祉センターを利用した高齢者の自立者
対象デイサービス実施し、地域福祉の充実とボランティア
の育成を行っています。また、地域が主催するふれあいサ
ロンがコミュニティセンターなどを会場に適時開催されて
います。いずれも問合せてください。
架介護保険課（保健センター 2階）39-2255
福祉・援護事業
■民生委員・児童委員は身近な相談員です
　民生・児童委員は、国と道と市の委嘱を受けて暮らしに
関する相談をボランティア活動で行っています。困ったこ
とや心配ごと、援助を必要とする相談や問題解決のための
お手伝いをしています。担当地域の民生・児童委員の氏名
や連絡先などは問合せください。
架福祉課（保健センター 2階）39-2211
■生活保護を受けるときは
　生活保護は、生活に困窮している国民に最低限度の生活
を保障するものです保護を受けるときには利用しうる資
産・能力、扶養義務者の状況などを優先活用したうえで不
足を補うもので、自立するまでの間、生活、住宅、教育、
医療、介護などの扶助が行われます。相談や手続きについ
ては問合せください。
架福祉課（保健センター 2階）39-2211
■養護老人ホームなど
　高齢者が環境上の理由や経済的な事情により在宅で養護
を受けることが困難な場合に、食事や必要なケアが提供で
きる施設（養護老人ホーム寿光園など）に入所ができます。
本人及び扶養義務者の所得に応じた費用負担がありますの
で、ご相談ください。
架介護保険課（保健センター 2階）39-2255
■外国人高齢者の福祉給付
　無年金外国人高齢者に対して生活支援を行っています。
月額10,000円。詳しくは問合せください。
架介護保険課（保健センター 2階）39-2255
健康と医療
■定期に検診（健診）を受けましょう
　生活習慣病の予防やがん、疾病の早期発見のために各種
検診を行っています。
虚セット検診　血圧・血液・尿検査など基本健康診査、胃
や肺部・大腸・前立腺のがん検診など
許がん検診　子宮がん検診、乳がん検診
距農村地区巡回ドック　セット検診と同じ内容
実施時期や申込み方法など健康カレンダーや広報でお知ら
せしていますが、詳しくは問合せください。
架保健課（保健センター 1階）39-2200

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
が

発
表
し
た
２
０
０
２
年
世
界
の
平

均
寿
命
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
と
、

日
本
は
平
均
寿
命
（　

・
９
歳
・

８１

男
女
計
）と
健
康
寿
命（　

・
０
歳
・

７５

同
）
と
も
に
世
界
一
の
水
準
に
あ

り
ま
す
。
健
康
寿
命
と
は
、「
大
き

な
病
気
や
け
が
な
ど
で
日
常
生
活

に
介
護
を
必
要
と
し
な
い
、
自
立

的
な
生
活
で
き
る
期
間
」
を
い
い

ま
す
か
ら
、
平
均
寿
命
か
ら
健
康

寿
命
を
差
し
引
い
た
約
７
年
が

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
が
と
も
に
世
界
一

高
齢
者
に
学
ぶ
こ
と
が
多
い
中
高
年
世
代

「
介
護
期
間
」と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。　

　

内
閣
府
が
平
成　

年
に
実
施
し

１８

た
「
高
齢
者
の
生
活
実
態
等
に
関

す
る
調
査
」
の
中
か
ら
、
健
康
の

維
持
、
増
進
の
た
め
に
高
齢
者
が

心
が
け
て
い
る
こ
と
を
ベ
ス
ト　
１０

と
し
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
参

考
に
な
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
（
複
数
回
答
）。

虚
休
憩
や
睡
眠
を
十
分
に
と
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
６
％

５８

許
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

　

事
を
す
る　
　
　
　
　

・
０
％

５４

距
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
０
％

５１

鋸
体
力
を
維
持
す
る
た
め
の
運
動

　

や
散
歩
を
す
る 　
　
　

・
９
％

３８

漁
気
持
ち
を
な
る
べ
く
明
る
く
持

　

つ　
　
　
　
　
　
　
　

・
０
％

３２

禦
体
調
に
違
和
感
が
あ
っ
た
ら
早

　

め
に
受
診　
　
　
　
　

・
７
％

２５

魚
な
る
べ
く
外
出
す
る　

・
５
％

２３

亨
趣
味
に
熱
中
す
る　
　

・
２
％

２２

享
住
民
健
診
や
が
ん
検
診
な
ど
を

　

定
期
的
に
受
け
る　
　

・
９
％

２０

京
酒
や
タ
バ
コ
を
控
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
５
％

１１

　

そ
の
一
方
で
「
特
に
心
が
け
て

い
な
い
」と
答
え
た
高
齢
者
は
８
・

１
％
。
一
人
暮
ら
し
の
男
性（　

・
１４

８
％
）
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　

□

　

定
年
後
に
希
望
す
る
暮
ら
し
方

と
し
て
、「
夫
婦
二
人
で
仲
良
く
旅

行
や
遊
び
に
出
か
け
る
」「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
」「
趣
味

を
生
か
し
た
晴
耕
雨
読
の
生
活
」

「
子
や
孫
に
囲
ま
れ
た
生
活
」な
ど

を
選
択
す
る
の
は
団
塊
の
世
代
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
、

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
や
地

域
活
動
を
担
っ
て
い
る
現
代
の
高

齢
者
に
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
そ
う
で
す
。

コミュニティ社会を担う高齢コミュニティ社会を担う高齢者者



6こうほう 200７.９

■高齢者の医療制度
　高齢者が安心して医療を受けられる制度で、対象者は年
齢によって異なっていますが、それぞれ受給者証（または
被保険者証）が交付されます。
虚75歳以上の高齢者（後期高齢者）
　老人保健制度により75歳以上の高齢者（一定の障がいが
ある方は65歳以上）は医療費の自己負担額が１割に軽減さ
れます（現役並み所得者は軽減措置がなく3割負担）なお、
平成20年4月1日より後期高齢者医療制度に移行する予定で
す。
許66-69歳の高齢者世帯など
　ひとり暮らしの高齢者、高齢者のみの世帯、高齢者と児
童の世帯には、道の助成制度により、支払った医療費（自
己負担分３割）のうち、2割分が申請によって助成されます。
なお、この制度は平成19年度をもって終了の予定です。
※70-74歳の高齢者（前期高齢者）は加入している各健康保
険によって医療費の自己負担額が１割（平成20年4月１日か
らは２割、現役並み所得者は軽減措置がなく3割負担）に軽
減されています。
架市民課　39-2301
■医療受診者に交通費を助成しています
　布礼別、富丘、麓郷、東山地区の方が富良野市街の医療
機関（歯科・整骨院を除く）の通院に要する交通費の負担
を軽減するための助成を行っています。助成内容や申請方
法など詳しくは問合せください。
架保健課（保健センター 1階）39-2200
■訪問看護ステーションの利用に交通費を助成
　要介護高齢者が住み慣れた家庭内で訪問看護ステーショ
ンを利用して療養ができるよう、交通費の一部を助成して
います。
助成内容や申請方法など詳しくは問合せください。
架保健課（保健センター 1階）39-2200
■通院にコミュニティカーが利用できます
　山部、東山地区の方でバスなどの交通機関までの距離が
ある方は、通院などで医療機関等を利用する場合に、最寄
りの公共交通機関までの間をコミュニティカーが利用でき
ます。詳しくは問合せください。
架山部支所　42-2121　東山支所　27-2121
布部石綿地区の方には、高齢者医療送迎車の運行を近く予
定しています。詳しくは問合せください。
架保健課（保健センター 1階）39-2200
暮らしと社会参加
■敬老祝金の贈呈をしています
　多年にわたって社会の進展に寄与されてきた高齢者に、
長寿の祝福と敬老のための祝金の贈呈をしています。対象
は白寿、米寿、喜寿を迎えた方です。
架ふれあいセンター（老人福祉センター）22-2001
■余暇を老人福祉センターで
　娯楽、教養、研修、交流などの余暇活動や健康増進の場
として、個人でも、老人クラブや団体でも利用ができます。
遠方のグループ利用には福祉バス利用ができます。各種講
座の開催や相談・援助・指導なども行なっています。詳し
くは問合せください。
架ふれあいセンター（老人福祉センター）22-2001
■高齢者に入湯割引券をお渡ししています
満65歳以上の高齢者が公衆浴場「福乃湯」（西麻町２）を利

介
護
保
険
制
度

　

介
護
保
険
制
度
は
、
老
後
の
介

護
を
社
会
全
体
が
支
え
る
仕
組
み

と
し
て
平
成　

年
度
に
ス
タ
ー
ト

１２

し
た
社
会
保
険
制
度
で
す
。

■
こ
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す

虚　

歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保

６５
険
者
）
が
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き

許　

〜　

歳
ま
で
の
方
（
第
２
号

４０

６４

被
保
険
者
）
が
、
脳
血
管
疾
患
や

初
老
期
認
知
症
な
ど
加
齢
に
伴
う

特
定
疾
病
に
か
か
り
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
と
き

■
利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
居
宅
サ
ー

①
居
宅
サ
ー
ビ
ス

給
付
の
種
類

訪
問
介
護

訪
問
入
浴
介
護

訪
問
看
護

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン通
所
介
護

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護

福
祉
用
具
の
貸
与
・
購
入

費

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
概
要

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
家
庭
を
訪
問
し
て
、
介
護
や
家

事
の
援
助
を
行
い
ま
す

家
庭
を
訪
問
し
て
、
浴
槽
を
提
供
し
て
入
浴
介
助
を

行
い
ま
す

看
護
師
等
が
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
指
示
に
基
づ
き

療
養
上
の
世
話
や
診
療
に
必
要
な
補
助
を
行
い
ま
す

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
等
が
家
庭
を
訪
問
し
て

必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
食
事
、
入
浴
、
機
能
訓

練
等
を
行
い
、
心
身
機
能
の
維
持
向
上
を
図
り
ま
す

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
等
が
施
設
に
お
い
て
必

要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

認
知
症
で
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
共
同
生
活
を
す

る
住
居
で
生
活
と
機
能
訓
練
を
行
い
ま
す
。

車
い
す
や
特
殊
ベ
ッ
ド
な
ど
の
福
祉
用
具
の
貸
出
や

貸
与
に
適
さ
な
い
用
具
の
購
入
費
を
支
給
し
ま
す

ビ
ス
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、

費
用
の
１
割
負
担
で
利
用
で
き
ま

す
（
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
要
支
援
１
、

２
の
方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）
＝

下
表
＝

■
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
限
度
額

認
定
さ
れ
た
介
護
度
に
よ
っ
て
利

用
で
き
る
限
度
額
は
次
の
と
お
り

で
、
利
用
者
の
負
担
は
こ
の
額
の

１
割
で
す
。

虚
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
月
額
）

　

要
支
援
１　
　

４
９
７
０
０
円

　

要
支
援
２　

１
０
４
０
０
０
円

　

要
介
護
１　

１
６
５
８
０
０
円

　

要
介
護
２　

１
９
４
８
０
０
円

　

要
介
護
３　

２
６
７
５
０
０
円

　

要
介
護
４　

３
０
６
０
０
０
円

　

要
介
護
５　

３
５
８
３
０
０
円

許
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
月
額
）

介
護
度
や
施
設
の
種
類
に
よ
っ
て

費
用
の
負
担
が
異
な
り
ま
す
。
な

お
、
食
事
や
居
住
費
な
ど
は
別
途

必
要
に
な
り
ま
す
。

距
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

月
の
利
用
者
負
担
が
一
定
額
を
超

え
た
場
合
は
、
超
え
た
額
が
申
請

に
よ
っ
て
戻
り
ま
す
。

■
介
護
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
要
介
護
認
定
の
申
請
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
窓
口
は
介
護
保

険
課
ま
た
は
山
部
・
東
山
支
所
。

申
請
は
本
人
ま
た
は
家
族
の
ほ
か
、

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
等
に
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用される際には割引券が利用できます。1回200円で年間12
回分。申請の方法など詳しくは問合せください。「ハイラン
ドふらの」では温泉入浴割引証を交付しています。
架ふれあいセンター（老人福祉センター）22-2001
　ハイランドふらの（島の下）　　　22-5700
■敬老会の開催を支援しています
　地域で開催される敬老会の費用の一部を主催者に助成し
ています。助成額は対象高齢者（数え年７６歳以上）1人当た
り1,000円。詳しくは問合せください。
架ふれあいセンター（老人福祉センター）22-2001
■生きがい対策事業を進めています
　高齢者に健康で生きがいのある生活をしていただくため
に、虚地域環境美化活動許高齢者と子どもとの昔の遊びや
食べ物などの生活知恵伝承活動距作品展示や演芸発表の集
い鋸ゲートボール大会やスポーツ交流親睦の集い漁囲碁大
会禦リーダー研修会などの行事を老人クラブ連合会などを
中心に開催しています。詳しくは問合せください。
架ふれあいセンター（老人福祉センター）22-2001
■老人クラブで活動を
　市内には37の老人クラブがあり、教養の向上や健康の増
進、レクリェーション、社会奉仕、地域交流など自主的な
活動をしています。市では運営費の一部を助成しています。
60歳以上から加入できます。
（加入と生きがい対策事業への支援）
■シルバー人材センターで経験を生かす
　60歳以上の高齢者で社会のために自分の能力や経験を生
かして働いてみたい方が会員になれます。清掃、除草、庭
木の手入れなど軽易な作業を請負います。詳しくは問合せ
ください。
架富良野市シルバー人材センター
（老人福祉センター内）22-5010
■ことぶき大学を開設しています
　60歳以上の高齢者の生きがいと学習機会を広げるための
大学です。就業期間は本科4年で、卒業後は大学院で2年間、
研修科で１年の就学もできます。詳しくは問合せください。
架（富良野校）社会教育課　　　39-2318
架（山部校）生涯学習センター　42-2407
架（東山校）東山公民館　　　　27-2121
■訪問販売などの相談は消費生活センターへ
　高齢者が悪質商法や振り込め詐欺の被害に遭うケースが
目立っています。相手の身分や氏名、連絡先、用件をしっ
かりと確認し、その場で契約しないで、必要かどうか再考
したり、家族や第三者に相談することが大切です。心配ごと、
気がかりなことは、一人で悩まずご相談ください。
架富良野市消費生活センター　39-1166
■グループで出前講座が活用できます
　健康づくりや予防、介護保険、福祉のこと、交通安全や
防犯・防災、税金など、学習してみたいことや話し合って
みたいことがありましたら、出前講座を利用してください。
職員が指定の会場へ出向きます。
架企画振興課　39-2304

※紹介した施策は掲載日現在のものです。今後改正される
場合があります。

②
施
設
サ
ー
ビ
ス

給
付
の
種
類

介
護
老
人
福
祉
施
設

介
護
老
人
保
健
施
設

介
護
療
養
型
医
療
施
設

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
概
要

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
に
、
介
護
等
の
日
常

生
活
の
世
話
、
機
能
訓
練
、
健
康
管
理
を
行
い
ま
す

介
護
老
人
保
健
施
設
入
所
者
に
、
医
学
的
管
理
に
よ

る
介
護
や
看
護
・
機
能
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

療
養
病
床
等
で
療
養
上
の
管
理
・
看
護
、
医
学
的
管

理
に
よ
る
介
護
な
ど
を
行
い
ま
す

依
頼
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
介
護
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
要
介
護
認
定
の
方
法

申
請
を
す
る
と
、
認
定
調
査
や
公

平
な
審
査
・
判
定
が
行
わ
れ
、
介

護
や
支
援
が
必
要
な
度
合
い
が
通

知
さ
れ
ま
す
。

虚
認
定
調
査　

介
護
保
険
課
の
職

員
が
本
人
に
面
接
し
、
日
常
動
作

や
身
体
機
能
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

許
主
治
医
の
意
見
書　

市
の
依
頼
で
主
治
医
（
本
人
の
か

か
り
つ
け
医
）
が
意
見
書
を
作
成

し
ま
す
。

距
一
次
判
定　

認
定
調
査
や
主
治
医
の
意
見
書
な

ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
、

一
次
判
定
を
行
い
ま
す
。

鋸
二
次
判
定
（
認
定
審
査
会
）

一
次
判
定
な
ど
を
も
と
に
、保
健
・

医
療
・
福
祉
の
学
識
経
験
者
が
審

査
し
、
要
介
護
度
が
決
ま
り
、
本

人
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

■
認
定
を
受
け
た
と
き
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
の
作
成
が
必
要
で
す
。
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
依
頼
し

て
作
成
し
ま
す
が
、
費
用
は
保
険

か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
の
で
利
用
者

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
施
設
に
直
接
申
し
込
み
を
し
ま

す
。

■
地
域
全
体
が
支
え
る
介
護
保
険

介
護
保
険
は
富
良
野
市
が
保
険
者

と
な
り
、　

歳
以
上
の
全
市
民
が

４０

被
保
険
者
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

虚
保
険
費
用
の
財
源　

公
費（
国
・

道
・
市
）　

％
、
保
険
料　

％

５０

５０

許
保
険
料　

基
準
保
険
料
は
月
額

３
６
５
０
円
（
所
得
に
応
じ
て
１

８
２
５
〜
５
４
７
５
円
。
減
免
措

置
も
あ
り
ま
す
。）

■
介
護
保
険
の
お
問
合
せ

介
護
保
険
課
・
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）　

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
５
５

給
付
の
種
類

住
宅
改
修

短
期
入
所
生
活
介
護

短
期
入
所
療
養
介
護

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
概
要

家
庭
内
の
段
差
解
消
、
手
す
り
の
設
置
な
ど
小
規
模

な
改
修
の
費
用
を
支
給
し
ま
す

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
短
期
間
入
所
し
て
、

日
常
生
活
の
世
話
と
機
能
訓
練
を
行
い
ま
す

介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
短
期
間
入
所
し
て
、
医

学
的
管
理
と
日
常
の
世
話
、
機
能
訓
練
を
行
い
ま
す

①
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
続
き

コミュニティ社会を担う高齢コミュニティ社会を担う高齢者者
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先
月
号
で
は
、
公
債
費
（
借
入

金
の
償
還
金
）
な
ど
の
歳
出
が
減

少
し
て
も
、
地
方
交
付
税
の
削
減

な
ど
に
よ
り
、
財
政
収
支
が
悪
化

し
、
現
状
で
は
、
目
標
年
度
（
平

成　

年
度
）
に
は
6
億
円
を
超
え

２6
る
財
源
不
足
が
発
生
す
る
こ
と
を

お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ

の
財
源
不
足
額
の
解
消
に
向
け
た

健
全
化
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た
基
本
的
な

姿
勢

　

財
政
健
全
化
計
画
策
定
の
目
的

は
、
今
日
の
歳
入
が
激
減
す
る
状

況
下
に
お
い
て
、
歳
入
に
見
合
っ

た
歳
出
予
算
、
つ
ま
り
身
の
丈
に

あ
っ
た
歳
出
の
確
立
に
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
、
平
成　

年
に
行
政
改

13

革
大
綱
を
策
定
し
、
行
政
改
革
推

進
計
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
最
小
限
に
留

め
る
こ
と
を
基
本
に
、
事
務
事
業

評
価
の
実
施
な
ど
を
通
し
て
、
行

政
内
部
管
理
経
費
な
ど
経
常
的
経

費
を
中
心
と
し
た
見
直
し
削
減
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
国

に
お
け
る
三
位
一
体
改
革
な
ど
の

地
方
財
政
制
度
の
改
革
は
、
歳
出

削
減
以
上
の
歳
入
の
減
少
を
も
た

ら
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
財
源
不
足

が
恒
常
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

財
政
健
全
化
計
画
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
行
政
内
部
管
理
の

効
率
化
に
よ
る
経
費
の
削
減
」
の

更
な
る
見
直
し
を
進
め
る
と
と
も

に
、
市
民
生
活
に
係
わ
る
「
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
縮
減
と
受
益

者
負
担
の
拡
大
」
に
も
取
り
組
み

な
が
ら
、
歳
入
歳
出
の
均
衡
化
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
、
富
良
野
市
が
自

立
し
て
存
続
す
る
た
め
に
は
、
削

減
の
み
で
は
な
く
、
将
来
に
向
け

た
政
策
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み

を
、
財
政
リ
ス
ク
に
配
慮
し
な
が

ら
着
実
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。　
　

　

そ
の
た
め
に
は
、
最
小
限
の
経

費
で
最
大
の
成
果
を
得
る
た
め
の

事
務
事
業
の
精
査
と
取
捨
選
択
、

限
ら
れ
た
財
源
の
一
層
の
重
点
配

分
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
地
方
分
権
時
代

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
自
分
で

出
来
る
事
は
自
分
で
行
う「
自
助
」、

み
ん
な
で
力
を
合
せ
て
行
う
「
共

助
」、み
ん
な
で
力
を
合
せ
て
も
出

来
な
い
こ
と
は
、
よ
り
大
き
な
単

位
で
行
う
「
公
助
」
を
基
本
と
し

た
補
完
性
の
原
理
に
よ
る
住
民
主

体
の
自
治
の
確
立
を
目
指
し
、
全

て
を
行
政
が
担
う
の
で
は
な
く
、

住
民
と
の
協
働
の
中
で
、
行
政
の

役
割
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

個
別
健
全
化
項
目
の
対
策
の
視
点

　

現
在
、
市
で
は
下
記
の
視
点
で

対
応
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、

巨
額
な
財
源
不
足
の
た
め
、
現
時

点
で
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
財
政

収
支
の
均
衡
化
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
健
全
化
の
概
要
が

纏
ま
っ
た
段
階
で
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
原
案
を
公
表
し
、
意
見
交

換
等
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

その４

財
政
健
全
化
に
向
け
て
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

問
合
せ

財
政
課
財
政
係

拶
３
９
‐
２
３
０
６

個別健全化項目の対策の視点

虚人件費　　職員給与（定員適正化計画による職員数と給与構造改革による給与
支給基準の見直し）、委員報酬の見直し
許内部管理経費
公の施設の管理における指定管理者制度の導入、 民間活力の導入（直営業務の民
間委託、市民との協動、民間への施設移管など）、施設機器管理経費（機器導入手
法等の検討、保守点検見直し、簡易な委託業務の直営化など）
距施設の統廃合（施設の設置目的、利用実態成果による施設管理体制見直し）
鋸市民生活支援サービスの見直し（必要性と実績成果による見直し、受益者負担
の拡大、新規サービスと既設サービスの調整）
漁負担金補助交付金（必要性と効果による見直し、団体運営経費の補助率引き下げ、
補助対象経費の見直しなど）
禦特別会計、企業会計への繰出の見直し（公営企業は、原則、独立採算制が基本。
受益者負担（上下水道使用料など）の見直しによる一般会計負担の抑制）
魚一部事務組合負担金（経常経費の徹底した抑制）
亨投資事業（原則、災害や事故を未然に防ぐ施設整備や、施設の将来負担を軽減
するための施設営繕補修、市民生活に大きく係る施設整備に限定）
享歳入の確保（市税や利用料収入拡大に向けた対策、滞納解消に向けた徴収強化、
市税の超過税率の検討、使用料・手数料の見直し、新たな歳入確保（ごみ有料化、
市有財産の活用、広告料など））
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 国
際
交
流
事
業

　
　

申
込
み
/
問
合
せ　

　
　
　

企
画
振
興
課
秘
書
係　

拶
３
９
‐
２
３
０
３

　
海
外
で
の
交
流
を
通
し
て
絆
を
深
め
、
そ
の
経
験
を

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
動
に
生
か
そ
う
！

　
市
民
の
み
な
さ
ん
が
行
う
国
際
交
流
に
役
立
つ
事
業

に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
国
際
交
流
を
積
極
的
に
行
い
、
富
良
野
の
発
展
に
役

立
て
る
意
欲
の
あ
る
方
な
ら
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
計
画
す
る
交
流
・
研
修
活
動
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
対
象
事
業
　

平
成
　
年
3
月
ま
で
に
行
う
事
業
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

20

①
友
好
都
市
（
シ
ュ
ラ
ー
ト
ミ
ン
ク
市
）
と
の
交
流

②
国
外
に
お
け
る
研
修
、
調
査

③
研
修
会
、
講
演
会
、
語
学
講
座
な
ど

※
他
の
補
助
金
を
受
け
て
行
う
事
業
、
観
光
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
た
事
業
、
営
利
に
結
び
つ
く
事
業
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
者
　

　
市
内
で
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
方
及
び
団
体

●
補
助
額
　

交
通
費
、
滞
在
費
な
ど
補
助
対
象
と
な
る
経
費
の
お
お

む
ね
　
％
以
内
で
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。　

50

（
食
費
、
通
訳
ガ
イ
ド
料
、
添
乗
員
経
費
、
保
険
料
な
ど

対
象
外
経
費
が
あ
り
ま
す
）

●
締
　
切
　

　
　
月
　
日
我
ま
で

１０

３１

●
そ
の
他

　
募
集
締
め
切
り
後
、
審
査
委
員
会
を
開
催
し
、
補
助

の
可
否
と
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

山
口
　
一
城
さ
ん

　
　
千
香
子
さ
ん

　
　
　
　
　
～
北
大
沼
～

 「
本
物
の
生
活
が
で
き
る
」
「
富
良
野
の
空
気
は
日
本
一
」

物
の
生
活
が
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
」
と
、

移
住
に
つ
い
て
話
す
山
口
さ
ん
。

　

千
香
子
さ
ん
も
「
最
初
は
旅
人
と
し
て
、

次
に
ア
パ
ー
ト
を
借
り
、
最
終
的
に
家
を

建
て
、
段
階
的
に
移
り
住
み
ま
し
た
」

　

山
口
さ
ん
の
本
物
の
生
活
と
は
、
生
活
、

農
産
物
、
仕
事
、
遊
び
が
一
緒
に
な
っ
て

い
る
場
所
で
の
生
活
。「
今
は
７
０
０
坪
の

土
地
で
ガ
ラ

ス
作
り
を
し

な
が
ら
本
物

の
生
活
を
楽

し
ん
で
い
ま

す
」
と
話
し

ま
す
。

　

建
物
は　
５０

年
以
上
前
の

家
を
再
利
用

し
て
い
ま
す
。

「
古
い
家
を

壊
す
と
ご
み

に
な
る
け
ど
、

改
装
し
て
使

え
ば
メ
モ
リ

ア
ル
に
な
り

ま
す
。
当
時
、

地
域
の
人
が
交
替
し
て
作
っ
た
外
壁
の

模
様
も
メ
モ
リ
ア
ル
で
す
」
と
歴
史
の

あ
る
家
が
こ
こ
の
風
景
に
似
合
う
と
話

し
ま
す
。

　

山
口
さ
ん
は
富
良
野
の
よ
さ
を
次
の

よ
う
に
言
い
ま
す
。

　
「
都
会
は
自
然
を
買
う
。富
良
野
は
自

然
を
も
ら
う
。
富
良
野
は
綺
麗
な
空
気

も
風
も
た
だ
。
都
会
な
ら
電
気
代
を
か

け
て
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」　

　
「
都
会
の
子
ど
も
は
動
く
も
の
に
対

す
る
恐
怖
心
が
凄
い
。
小
さ
な
虫
に
も

悲
鳴
を
あ
げ
る
。
娘
は
富
良
野
で
育
っ

た
の
で
自
然
界
に
対
し
て
は
普
通
に
接

し
て
い
ま
す
。
蛙
も
捕
ま
え
ら
れ
る
し

満
足
し
て
い
ま
す
」

　
「
富
良
野
は
日
本
一
き
れ
い
な
空
気

が
あ
る
と
こ
ろ
。
自
然
に
感
謝
し
、
こ

こ
の
空
気
を
閉
じ
込
め
た
ガ
ラ
ス
づ
く

り
を
続
け
て
い
き
た
い
。
お
客
さ
ん
は

富
良
野
で
作
ら
れ
た
物
を
求
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
富
良
野
の
自
然
を
活

か
し
た
物
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
き

た
い
」

　
「
不
便
な
こ
と
、人
が
少
な
い
こ
と
は
、

あ
る
意
味
、
最
高
の
贅
沢
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
山
口
さ
ん
夫
妻
は
話
し
ま

す
。　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

千
香
子
さ
ん
は
、
日
常
の
買
い
物
で

も
活
用
し
て
ほ
し
い
と
、
店
の
袋
に
は

観
光
協
会
で
作
成
し
て
い
る
エ
コ
袋
を

使
用
し
、
ご
み
の
減
量
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

富良野に移る

富良野の空気を閉じ込めたガラス作品を作っている
山口一城さんと千香子さん（ギャラリー前で）

⑤

人
　

日
本
一
周
の
旅
で
大
阪
か
ら
富
良
野

に
住
む
こ
と
を
決
め
た
山
口
一
城
さ
ん

は
、
平
成　

年
、
北
大
沼
で
「
ふ
ら
の

13

の
ガ
ラ
ス
屋
さ
ん
」
と
し
て
工
房
と

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
き
ま
し
た
。
奥
さ
ん

の
千
香
子
さ
ん
も
羊
の
毛
を
使
っ
た
小

物
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
富
良
野
に
憧
れ
た
の
で
は
な
く
、本
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 地域活動レポート⑨

西
町
連
合
会
        　
　

桂
木
連
合
町
内
会

　

西
町
、
桂
木
町
の
両
連
合
会
と

ふ
ら
の
西
病
院（
松
田
英
郎
院
長
）

が
共
催
し
た
夏
祭
り
と
子
ど
も
盆

踊
り
が
８
月
９
日
、
ふ
ら
の
西
病

院
駐
車
場
で
開
か
れ
多
く
の
住
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

    
病
院
の
夏
祭
り
は
今
年
で　
１５

回
目
。
地
域
の
み
な
さ
ん
と
入
院

患
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
職

員
が
手
づ
く
り
で
行
う
縁
日
で
す
。

   
紅
白
幕
で
飾
ら
れ
た
や
ぐ
ら
の

周
り
を
鮮
や
か
な
浴
衣
を
着
た
子

ど
も
た
ち
が
二
重
の
輪
に
な
っ
て

踊
り
ま
す
。
輪
を
取
り
囲
む
よ
う

に
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
入
院

患
者
も
車
椅
子
に
座
っ
て
手
拍
子

を
取
り
な
が
ら
盆
踊
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

   
出
店
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
焼
き
鳥

や
わ
た
あ
め
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
が

人
気
が
あ
り
混
雑
し
て
い
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
を
担
当
し
た
病
院
の

佐
々
木
浩
司
次
長
は
「
患
者
さ
ん

は
子
ど
も
か
ら
元
気
を
分
け
て
も

ら
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
連
合
会
と
共
催
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

桂
木
連
合
町
内
会
の
二
階
堂
孝

雄
会
長
は
「
会
場
準
備
は
病
院
の

職
員
が
担
当
し
て
く
れ
る
の
で
助

か
り
ま
す
。
連
合
会
で
は
桂
木
町
、

西
町
、
北
斗
町
の
９
０
０
世
帯
に

盆
踊
り
の
案
内
を
出
し
、
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま

す
。

　

ま
た
、
西
町
連
合
会
の
西
尾
吉

美
会
長
は
「
盆
踊
り
が
な
く
寂
し

い
地
域
で
し
た
が
、
桂
木
町
と
共

催
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
患
者
と
交
流
す
る
こ
と
が

「
夏
祭
り
」
と
「
盆
踊
り
」
で

顔
の
見
え
る
地
域
交
流

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
。」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

西町と桂木町の連合会が合同で行った子ども盆踊りは住民も患者もみんな楽しみます

連合会・町内会の話題をお知らせください。

連合会と病院が連

携して今年も夏祭

り

「会場ではミニコンサートも行わ
れ多くの人が聞き入ってました」
（二瓶行夫さん撮影）
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東
山
地
域
連
絡
協
議
会
と
　

J
A
東
山

　

東
山
地
域
最
大
の
夏
の
イ
ベ
ン

ト
「
東
山
地
域
ふ
る
さ
と
祭
り
・

J
A
ふ
ら
の
組
合
員
感
謝
祭
」
が

７
月　

日
、
J
A
ふ
ら
の
東
山
ラ

２１

イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
で
行
わ
れ
、
子

ど
も
ビ
ン
ゴ
大
会
や
大
抽
選
会
、

タ
レ
ン
ト
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
夏
本
番
を
楽
し
む

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
で　

回
目
を
迎
え
た
ふ
る

２５

さ
と
祭
り
は
、
東
山
地
域
連
絡
協

議
会
や
農
事
組
合
長
な
ど
で
実
行

委
員
会
（
横
井
真
実
行
委
員
長
）

を
組
織
し
、
J
A
ふ
ら
の
組
合
員

感
謝
祭
と
は
３
年
前
か
ら
共
催
。

年
々
来
場
者
は
増
え
、
今
年
は
地

域
人
口
の
半
数
を
超
え
る
約
７
０

０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

横
井
委
員
長
は
「
農
業
関
係
者

が
参
加
し
や
す
い
よ
う
開
催
日
を

７
月
下
旬
に
変
え
た
り
、
J
A
ふ

ら
の
感
謝
祭
を
合
同
で
行
う
な
ど
、

地
域
の
方
が
参
加
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
徹
し
ま
し
た
」
と
話
し

ま
す
。

　

会
場
は
、
樹
海
縁
日
と
呼
ば
れ

る
全
屋
台　

円
の
コ
ー
ナ
ー
や
縁

１０

日
な
ど
出
店
の
数
は　

を
超
え
ま

２０

す
。
ま
た
、
農
機
具
用
品
の
販
売

や
お
米
の
無
料
配
布
な
ど
、
農
業

祭
の
様
相
も
重
な
り
、
会
場
の
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
祭
り
の
主
役
は
、地

域
の
人
々
。
地
元
住
民
の
た
め
の

祭
り
に
徹
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
の
総
力
が
結
集
さ
れ

る
。」
と
横
井
委
員
長
は
、
力
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

布
礼
別
地
区
連
合
会

　

布
礼
別
地
区
連
合
会
（
井
上
晴

雄
会
長
）
の
イ
ベ
ン
ト
、
第
２
回

「
ふ
る
さ
と
の
休
日
」
が
、
７
月　
２２

日
、
布
礼
別
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
約
３
０
０
人
以
上
が
参
加
し
、

賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
賑
や
か
に
運
動
会
を

開
い
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
の
高

齢
者
が
増
え
た
こ
と
で
参
加
者
が

減
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

井
上
会
長
は
「
学
校
と
共
催
で

運
動
会
を
開
く
工
夫
も
し
て
い
ま

し
た
が
、
昔
の
よ
う
に
た
く
さ
ん

集
ま
る
行
事
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
走
っ
た
り
、
飛
ん
だ
り
す

る
運
動
会
は
、
高
齢
者
や
体
の
弱

い
人
に
は
敬
遠
さ
れ
参
加
し
づ
ら

か
っ
た
よ
う
で
す
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

　

J
A
店
舗
が
閉
店
し
て
か
ら
は
、

住
民
が
日
常
的
に
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

交
流
会
行
事
が
企
画
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

地域コミュニティ３２

　
「
ふ
る
さ
と
の
休
日
」は
地
域
の

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
役
割
分
担
し

て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
午
前
中

は
、
子
ど
も
育
成
会
が
布
礼
別
小

中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
子
ど
も
会

行
事
を
行
い
、
午
後
か
ら
は
大
人

も
混
じ
っ
て
紅
白
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
夕
方
か

ら
は
、
農
事
組
合
や
自
治
班
の
各

団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
焼
肉
会
、

演
芸
会
、
花
火
大
会
や
大
抽
選
会

を
催
す
な
ど
１
日
が
か
り
の
地
域

イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

ふるさと祭りと

感謝祭が合同し

て３回目

年々来場者が増え、今
年は７００人を超える賑
わいに。

住民の顔合わせが

目的の「ふるさと

の休日」は大成功

「これからも参加しやすいよう工
夫していきます」と話す井上会長

　

子
ど
も
会
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
と

な
っ
た
布
礼
別
小
中
学
校
の
田
中

聡
教
頭
は
「
ふ
る
さ
と
の
休
日
で
、

小
中
学
生
は
大
人
も
交
え
た
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
身
体
を
動
か
し
、

ま
た
演
芸
会
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
今
年
も
富
良
野
塾
生
が

参
加
し
て
演
芸
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ニ
ン
グ
ル
で
も
公
演
さ
れ

た
自
然
木
を
使
っ
た
「
木
太
鼓
」

で
、
塾
生　

名
に
よ
る
威
勢
の
い

１０

い
演
奏
は
会
場
を
魅
了
し
、
塾
生

の
参
加
は
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

る
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
会
場
準
備
を

手
伝
っ
た
塾
生
の
平
野
勇
樹
さ
ん

は
「
地
域
の
人
た
ち
と
久
し
ぶ
り

に
の
ん
び
り
さ
せ
て
も
ら
い
、
本

当
の
休
日
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

連
合
会
の
井
上
会
長
は
「
今
年

は
３
０
０
人
以
上
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
４
４
１
人
の
住
民
の
う

ち
約
８
割
に
あ
た
り
ま
す
か
ら
、

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
提
供
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
の
団
体
と
工
夫
を
し
な
が

ら
、
住
民
が
誰
で
も
参
加
し
や
す

い
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
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秋のロゼワイン市民還元ふらのワイン

■還元期間は９月１日鰹土 →３０日鰹日 
■通常価格1,015円が特別価格 ８００円（税込み）となります。
■市内の酒販店でお気軽にお求めください。
■本数の制限はありません。

ワインと健康について

　今から１０年程前、健康に良いと赤ワインブームが起こりましたが、覚えていますか。
　今回は、ワイン及びお酒全体、そして食を通しての健康についてお知らせします。
　ワイン（果実酒）は、お酒の中でも歴史は古く、有史（紀元前８０００年頃）以来、世界の人々に愛
され、飲み続けられています。
　一般に、酒は「百薬の長」とも言われ、適度な飲酒は良薬にも勝ると言われてきました。
ストレスの解消、食欲の増進、人間関係の潤滑油などの効用があると昔から言われてきました。
　そして、１９９２年米国で「フレンチパラドックス」という言葉が話題となりました。
　これは、フランス人は米国人に比べて長生きし、心臓病になる率が低いのはなぜだろう？健康に
ひときわ気を使う米国人をあざ笑うかのようにフランス人はタバコを吸い、脂肪たっぷりのフラン
ス料理を食べ、そして長生きする。このことが話題となったのです。
　一般に米国人に比べて、フランス人の平均寿命は２.５歳も長く、心臓病にかかる率も４０％も低いと
いうことが知られています。
　その理由として、次の３つが上げられています。
虚適量のアルコール、特に赤ワインを食事とともに飲む
許より新鮮な野菜と果物を食べる
距食事の準備や食事に時間を掛ける
　これらは、とても利に適った食事の仕方ですね。
　さらに、「身土不二」という言葉があります。地産地消などでもよく聞く言葉だと思います。これ
は、体と土は不可分で、人はその暮らす土地においてその季節に獲れる旬のものを食することで身
体は環境に調和し、健康になれるという考え方です。
　これもある意味「フレンチパラドックス」と同じことだと思いませんか。
　つまり、富良野で獲れたぶどうで造ったワインを適量飲み、富良野で獲れる豊富な農畜産物を食
することが健康につながるのではないでしょうか。
　そんな恵まれた富良野の大地に生活するみなさん、幸せだと思いませんか。
　ふらのワインと富良野農畜産物を大いに食しましょう！！
しかし、量はほどほどに・・・・　これが健康の秘訣かもしれませんね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考資料：市民講座ワイン学入門　山梨大学編）

ワインひと口メモ

この機会にお手頃価格なロゼワインを市内酒販店でお求めください

問合せ：ワイン工場

　　　　フリーダイヤル　0120‐８７８‐１７２
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふらのワインの原料ぶどうが収穫時期に入り、美味しいぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうの収穫と富良野市の農産物の収穫に感謝するお祭り
です。飲み物は、ふらのワイン、ぶどう果汁、ふらの牛乳、ビールその他。食べ物は富良野の農産物を
ふんだんに使った創作メニューをはじめ盛りだくさん用意しています。

子どもたちが楽しめる縁日コーナーやふぁふぁ人形、ワインアドバイザーによるワインセミナーやコル
ク早抜き大会など楽しいイベントがたくさんあります。
また、市民団体によるステージパフォーマンスもあります。

協会病院駐車場、スポーツセンターから会場へは無料シャトル
バスを運行しますので、どうぞご利用ください。

ふらのワインぶどう祭り連携イベントも開催しますので、合わ
せてご参加ください。

注意事項

虚駐車場が少ないため、なるべく
自動車を使わないでご来場くだ
さい。
許中央歩道橋は通行止めとなり
ますので、ポッポブリッジをご利
用ください。
距飲酒運転・路上駐車は絶対にし
ないでください。
鋸敷物は各自ご用意ください。

ふらのの味覚が一同に結集

アトラクション

アクセス

連携イベント

問合せ：ワインぶどう祭り２００７inまちなか実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　拶３９‐２３１２
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と　き　９月１６日鰹日 　午前１０時→午後２時

ところ　富良野市北公園ほか（JR富良野駅横噴水公園）
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事業者及び関係機関・関係団体と
協働し、自主的な防犯活動に取り
組むとともに、地域の生活環境を
犯罪が発生しにくいものへと改
善していくことが重要であり、市
民にとっても、富良野を訪れる人
にとっても、犯罪のない安全で安
心な地域となるよう、たゆまぬ努
力を傾けることを決意し、やすら
ぎとうるおいのある健全で安心
できる地域社会の実現をはかる
ため、本条例を制定しようとする
ものです。
条例の概要
（目的）
第1条　この条例は、市民や事業
者、各種団体、関係機関及び市が
それぞれの役割と機能を発揮し
て、犯罪や事故等を未然に防止し、
安全で安心な地域社会の実現を
図ることを目的とする。
(定義)
第2条　この条例において、次の
各号に掲げる用語の意義は、当該
各号に定めるところによる。
(1)市民　市内に住所を有する者
及び市内に勤務地又は通学地を
有する者若しくは滞在する者並
びに市内に所在する不動産の所
有者又は管理者をいう。
(2)事業者　市内で事業活動を行
う法人その他の団体をいう。
(市の責務)
第3条　市は、この条例の目的を
達成するため、次の各号に掲げる
事項について必要な施策を講ず
るよう努めるものとする。
(1)安全で住みよい地域づくりに
向けての啓発に関すること。
(2)安全で住みよい地域づくりに
向けての市民の自主的な活動の
促進に関すること。
(3)安全で住みよい地域づくりに
向けての環境の整備に関するこ
と。
(4)その他この条例の目的を達成
するために必要な事項
2　市は、前項各号に掲げる事項
を実施するときは、必要と認める
機関及び団体と密接な連携を図
るものとする。
(市民の責務)
第4条　市民は、安全で住みよい
まちづくりに向けて、地域におけ
る連帯意識を高めるとともに、日
常生活における安全の確保に自

ら積極的に努めなければならな
い。
2　市民は、この条例の目的を達
成するために行う市の施策が効
果的に行われるように協力する
ものとする。
(事業者の責務)
第5条　事業者は、市民と相互に
協力して防犯活動を推進し、その
事業活動が安全に行われる環境
を確保するために必要な措置を
講ずるよう努めなければならな
い。
2　事業者は、この条例の目的を
達成するために行う市の施策が
効果的に行われるように協力す
るものとする。
(協力の要請)
第6条　市長は、市が安全な地域
づくりに関する施策を実施する
ために、必要と認める機関及び団
体に対し施策推進の協力を要請
することができる。
(支援)
第7条　市は、この条例の目的を
達成するために活動する団体等
に対し、必要と認める場合は支援
を行うことができる。
(委任)
第8条　この条例の施行に関し、
必要な事項は市長が別に定める。
今後のスケジュール
平成１９年１０月　パブリックコメ

ントの結果公表予定
平成１９年１２月　議会提案・審議
平成２０年４月　施行予定
問合せ/意見提出先
環境生活課
〒０７6‐8555　
富良野市弥生町１番１号　
志39‐2308　思23‐1313
電子メール　
 kankyo-k@city.furano.hokkaido.jｐ

（パブリックコメント手続の結
果について）
富良野市立養護老人ホーム設置

条例の一部改正（素案）
　上記の原案に対してパブリッ
クコメント手続を実施しました
が、意見がありませんでした。
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防火セーフティーマー防火セーフティーマークク
　不特定多数の人が利用する一定以上の防火対
象物については、有資格者による火災予防上の点
検及び報告が義務付けられています。消防法令に
適合している建物には次のマークが表示されて
います。

問合せ
消防本部予防課　緯２３－５１１９

防火基準点検済証 防火優良認定証 防火自主点検証
（新適マーク）
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パブリックコメント手続
（共通事項）
意見を提出できる方
虚市内に住んでいる方許市内で
働いている方距市内で学んでい
る方鋸市内に事業所がある法人
や団体
提出方法
虚封書・ファックス・電子メール
など書面（様式自由）や録音テー
プでお寄せください。
許担当課窓口に直接提出（公表場
所に設置している意見箱にも）
距意見を提出するときは、住所・
氏名などを記入してください。氏
名などは公表しませんが、記入が
ない意見には回答できない場合
もあります。
原案の公表場所
●行政情報コーナー（市役所１
階）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ

（市民の意見募集）
富良野市建築確認申請等手数料

徴収条例の一部改正（素案）
意見募集期間　
平成１９年９月３日俄→９月２５日峨
改正の理由　
　建築基準法及びその関連法規
の改正により、市では、国や道が
行う計画通知に対しても、確認申
請と同様に手数料を徴収するこ
ととし、また、市で審査を行う物
件で構造計算適合性判定が必要
な申請が提出された場合に、道の
機関に払うべき手数料を申請者
に負担してもらうため、建築確認
申請等の手数料徴収の範囲を拡
大するものです。
改正の概要
　建築確認申請等手数料につき
ましては、平成18年度の全庁的な
手数料、使用料の見直しの一環と
して、改定を実施したところであ
りますが、国や道が行う計画通知
に関しては、現在無料となってお
ります。また、６月２０日に改正建

築基準法が施行されて、新たに構
造計算適合性判定に関する規定
が追加されました。このことによ
り、富良野市で取り扱う物件に関
しても、理論上、構造計算適合性
判定手数料が発生する可能性が
あります。
　このことにより、計画通知にも
確認申請と同額の手数料を課す
ことと、市が道の機関に支払うべ
き構造計算適合性判定手数料を、
申請者に負担してもらうべく、建
築確認申請等手数料条例を改正
しようとするものです。
今後のスケジュール
平成１９年１０月　パブリックコメ
ントの結果公表予定
平成１９年１２月　議会提案・審議
平成２０年４月　実施予定
問合せ/意見提出先
建設水道部都市建築課
〒０７6‐8555　
富良野市弥生町１番１号　
志39‐2316　思39‐2332
電子メール　
 kenchiku-k@city.furano.hokkaido.jｐ

富良野市広告掲載規程（案）
意見募集期間　
平成１９年９月３日俄→９月２５日峨
導入の理由　
　行財政改革の一環として、歳出
の削減だけではなく、歳入の確保
も重要な課題になっています。
そのため、他の都府県や市町村で
も導入している市有財産への広
告掲載を行うため、富良野市広告
掲載規程を整備し、歳入確保等を
図ることとします。
導入の概要
ア）富良野市広告掲載規程作成の
目的
　市の新たな財源の確保を図り、
市民サービスを向上させるとと
もに、民間事業者等に地域貢献の
機会を提供することを目的とす
る。
イ）広告媒体の種類
　広告媒体としての活用を検討
する市有資産は、次に掲げるもの
とする。
虚市の印刷物
許ホームページ
距市有施設
鋸その他広告媒体として活用で

　きる市有資産
ウ）広告媒体の決定、広告の規格、
募集、選定
　広告媒体、企画、募集等の決定
は、当該広告媒体を所管する部長
が行う。選定基準は募集開始時に
周知し、広告を選定したときは選
定理由をホームページに掲載す
る。
エ）広告掲載の基本的な考え方
　広告掲載の内容は、社会的に信
用性と信頼性のあるものでなけ
ればならないため、別に基準を設
け審査を行う。
オ）広告掲載の付記事項等
　広告掲載に当たっては、当該広
告が民間事業者等の広告である
ことを明確にするため、原則とし
て、民間事業者等の広告であるこ
とを明示し、必要に応じ、広告の
内容に関する責任の帰属に関す
ることその他必要な事項を注記
するものとする。
今後のスケジュール
平成１９年１０月　パブリックコメ
ントの結果公表予定
平成２０年４月　実施予定
問合せ/意見提出先
総務部総務課
〒０７6‐8555　
富良野市弥生町１番１号　
志39‐2300　思39‐2120
電子メール　
 sohmu-k@city.furano.hokkaido.jｐ

富良野市犯罪のない安全で安心

な地域づくり条例の制定
意見募集期間　
平成１９年９月３日俄→９月２５日峨
条例の理由　
　安全に安心して暮らせること
は、市民全ての願いであり、犯罪
のない安全で安心な地域社会の
実現は、市民生活や社会経済発展
の基盤となるものです。
　しかし、近年の急激な社会環境
の変化は、地域社会の連携意識の
希薄化や青少年の規範意識の低
下などをもたらし、それらを背景
に車上荒らしや侵入窃盗、また、
振り込め詐欺など身近なところ
で発生する犯罪が増加し、市民生
活に不安が広がってきています。
このため、市民一人ひとりがしっ
かりとした防犯意識を持ち、市、

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載。全文は公表場所で
ご覧ください。



16こうほう 200７.９

健康の秘訣は、毎日の食生活

海道国民健康保険団体連合会で

は、国民健康保険税を完納し、

５年以上病院にかかっていない方を対

象に表彰を行いました。今年は山口京

子さん（栄町）を始めとして５人が受

賞しました。山口さんは生まれてから

病院にかかったのが１回しか記憶にな

いそうです。健康の秘訣は「毎日の食

事に気をつけ、魚や野菜中心の食生活

をおくること」と話してくれました。
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導
員
部
会
　
藤
原
稔
部
会

長
）
で
は
、
無
料
で
自
転
車
の
整

備
点
検
と
夜
光
反
射
材
を
取
り
付

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
自
転
車
に
よ
る
交
通
事

故
を
少
し
で
も
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
今
回
が
始
め
て
の
取
り

組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
作
業
は
８
月
６
日
（
中
心
街
活

性
化
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
っ
と
）
と
７

日
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
の
両

日
に
行
わ
れ
、
２
日
間
で
約
２
０

０
台
を
点
検
。
安
全
協
会
の
会
員

で
整
備
士
の
資
格
持
っ
て
い
る
石

井
勇
さ
ん
と
杉
本
彰
さ
ん
が
ブ

レ
ー
キ
の
調
整
、
ベ
ル
の
点
検
な

ど
　
項
目
に
わ
た
り
丁
寧
に
作
業

１０
を
行
い
ま
し
た
。
持
ち
込
ま
れ
た

自
転
車
の
中
に
は
「
接
触
不
良
で

ラ
イ
ト
が
つ
か
な
い
」「
ブ
レ
ー
キ

が
こ
わ
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
一

歩
間
違
え
ば
大
き
な
事
故
に
繋
が

り
か
ね
な
い
も
の
も
あ
り
、
藤
原

会
長
は
「
日
ご
ろ
か
ら
自
主
的
な

点
検
作
業
を
行
う
こ
と
で
事
故
を

自
転
車
の
無
料
点
検
・
夜
光
反
射
材
を
取
り
付
け
る

富
良
野
交
通
安
全
協
会
が
地
域
の
交

通
事
故
防
止
に
向
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

看護学生の指導で手の洗い方が上手に

護学校祭が８月25日行われ、フ

リーマーケット、看護体験、茶

会などのコーナーが設けられ多くの

市民が訪れました。「手洗いコーナー」

では、手の汚れを見ることのできる機

械「グリッタパグ」を使って、洗った

手の汚れを確かめ、きちんと洗えない

爪の部分を看護学生が丁寧にやさし

く指導していました。「衛生生活の基

本は正しい手洗いです」

看
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占冠村
占冠村の秋の味覚を満喫しませんか

占冠紅葉まつり

　山々が美しく色づく占冠の秋。
その豊かな実りとまばゆいばかり
の紅葉を思う存分味わうことがで
きる占冠紅葉まつり。とれたての
農産物を味わうなど楽しい時間を
過ごしませんか？
　また、出店で販売もしておりま
す。占冠村の自然と秋の味覚をぜ
ひ満喫してください。
と　き　１０月１４日蚊
ところ　占冠村農村公園
　　　　（道の駅隣）

架観光協会　 拶39‐8010

中富良野町
秋の町営ラベンダー園は花満開

　まちのシンボル北星山町営ラベ
ンダー園の花畑には、マリーゴー
ルドやサルビアなどが競い合って
咲き誇っています。
　青空に森林の緑、そして赤い
花・白い花などが鮮やかなコント
ラストを描く、スケールの大きな
花園へぜひお立ち寄りください。

架産業建設課　拶４４‐2１２３　

南富良野町

南富良野特産くまささ茶

　ふらの山麓に育まれた熊笹から
エキスを抽出した緑の清涼飲料水
「くまささ茶」。現代人に不足がち
な葉緑素や多糖体を多く含み、ス
ポーツやレジャーのお供に、また
カクテルにも最適です。缶入りの
ほか５００mlペットボトルもあり、道
の駅や町内各商店で販売していま
すので、ぜひご賞味ください。

架農産物処理加工センター

　　　　　　　　　 拶５２－3012

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

長田　邦雄さん
　　　　　（東　山）作

「晩秋のからまつ林」

小学１年から始めた

趣味の写真。年に５０枚

から６０枚程度撮って

います。

この作品は芦別岳と

からまつ林がうまく

マッチしていたので

撮影した１枚です。

回目となる「山部盆踊り大会」

が８月１４日に山部小学校グラ

ンドで行われ、７団体、７個人が参加

しました。当日は大変な暑さでしたが、

始めに子ども盆踊りが行われ、浴衣を

着た子どもたちが元気に踊りを披露。

仮装盆踊りでは、工夫を凝らした衣装

と踊りで上位を狙う熱い戦いが展開

されていました。仮装盆踊り団体の部

の優勝は「華麗なる獅子たち」。

３２

上位を狙い熱い戦いが展開～山部盆踊り

心街活性化センター「ふらっ

と」で８月１９日に「ふらっと祭

り」が行われ、約320人が訪れました。

会場では、縁日やスポーツ用品の夏祭

セールなどが並んだほか、抽選会や子

ども水中運動会など盛りだくさんの

イベントが行われました。木下力館長

は「子ども達は遊びを通じて、大人は

健康づくりを通じて、施設の認知度を

上げていきたい」と話していました。

「ふらっと」で夏祭りが行われる

上富良野町

～温泉で癒されて～

吹上露天の湯

　十勝岳温泉郷にある「吹上露天
の湯」は、大自然の中、心も体も
癒してくれます。また、日本で一
番早い紅葉を見られる十勝岳温泉
郷では9月22日～24日の3日間、紅
葉キャンペーンを開催します。
　十勝岳温泉旅館協会の各施設で
様々な特典がありますので、ぜひ
ご利用ください。
架産業振興課　拶45‐６９８３

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

中
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 譲
り
ま
す
 

捌
綿
入
丹
前
捌
電
気
コ
タ
ツ
捌
セ
ミ
ダ

ブ
ル
ベ
ッ
ト
捌
剣
道
着
（
小
学
生
）
捌

灯
油
タ
ン
ク
（
室
内
用
）
捌
電
話
機
捌

布
団
袋
捌
食
器
棚
捌
子
ど
も
用
ブ
ラ
ン

コ
（
外
用
）
捌
自
転
車
（　

イ
ン
チ
）

２０

捌
室
内
照
明
器
具

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
式
）
捌
ミ
シ
ン

捌
靴
箱
捌
ソ
フ
ァ
ー
捌
釣
道
具
一
式
捌

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
捌
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
捌
ゴ

ル
フ
シ
ュ
ー
ズ
捌
ア
イ
ロ
ン
捌
綿
入
り

組
座
布
団

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、環境生活課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

「元気になれる！」消えた健康食品会社  （6０代　女性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月→金曜日 午前１０時→午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

富良野市へ

東海林ヌイ子（桂木町）

　　　　　　  　金　１０万円

寿光園へ

さくらんぼ　１０㎏佐藤良美（山部）

さくらんぼ　１０㎏庄司禎顕（山部）

かぶ　１５㎏谷本律子（西達布）

順不同・敬称略

突然電話がかかってきて「無料」で元気になれる健
康管理のお試し品を飲んでみませんか？と言われ

て、「送ってください」と返事をしました。それから何度
もセールスが来るようになり「いらない」｢お金が払えな
い｣と言っているのに強引に商品を置いていき、契約させ
られました。一人暮らしですし、二週間に一度は病院に
も通っています。今年２月にセールスが来て「クレジッ
トを組んでいますね。整理して上げます。利息分なくな
るので残金を一括支払ったほうが良いですよ」と言われ
て、残金一括、現金で支払いました。しかし、いまもク
レジットが口座から引き落されているのでおかしいと思
い相談しました。

相談者は複数のクレジット会社と契約していまし
た。販売会社とクレジットを組んでいた信販会社に

契約した時の状況を文章（抗弁書）にして送りました。
信販会社とは連絡がつきましたが、販売会社とは連絡が
取れなくなりました。遠隔地だったので信販会社に確認
してもらったところ、会社は、もぬけのカラでした。信
販会社との話し合いで既払い金（すでに支払ってしまっ
たお金）を放棄し、商品は返品しないということで和解し、
終了しました。最近倒産または解散し連絡不能の会社が
多く、この様な会社のセールスが「残金を整理し、安く
しておく」と言い、現金の支払いを求めてきて連絡不能
になったという相談が寄せられています。じゅうぶん気
をつけてください。

プラスチックで出来ている子どものおもちゃをプラスチック
類で出したら警告シールが貼られ収集されませんでした。何

ごみに出せばいいのですか？

Ｑ

固形燃料ごみになります。本年4月1日から　 マークの表示が
付いていないプラスチック製品は、固形燃料ごみへの排出に変

更となっています。今一度、『プラスチック類の分別区分が一部変
更になります。」の分別チラシをご確認ください。なお、電気（電
池）式のおもちゃは、小型電気扱いとなりますのでご注意願います。

Ａ

粗大ごみは、どのように出せばいいのですか？Ｑ
祖大ごみを出す場合は、市役所(環境生活課)または各支所の窓
口にて処理券の購入と収集の申込みが必要となります。収集日

は月1回、排出場所は自宅前（玄関前）となります。処理券を貼り、
朝8時までに出していただきます。ごみステーションへの排出は出
来ませんのでご注意願います。収集申込み締切日と収集日は、ごみ
収集カレンダーに表示されていますのでご確認をお願いします。

Ａ
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

・
甘
い
食
べ
物
・
飲
み
物
が
好
き

・
夜
食
を
と
る
こ
と
が
多
い

【
身
体
活
動
】

・
座
り
仕
事
が
多
い

・
歩
行
は
一
日
一
時
間
以
内

　

過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
摂
取
と

体
を
あ
ま
り
動
か
さ
な
い
生
活
が
、

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
大
き
く
影
響

し
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
す
。

　

逆
に
言
え
ば
、
食
事
は
腹
八
分

目
を
心
が
け
た
り
、
夜
食
や
甘
い

も
の
を
控
え
た
り
、
普
段
か
ら
体

を
動
か
す
よ
う
に
す
る
だ
け
で
、

内
臓
脂
肪
を
減
ら
し
て
高
脂
血
症

な
ど
を
改
善
す
る
事
が
で
き
る
の

で
す
。

お元気ですか　保健師です
●リスクが積もれば病
　メタボリックシンドローム

　
「
肥
満
、
高
脂
血
症
、
高
血
糖
、

高
血
圧
」
と
い
っ
た
動
脈
硬
化
の

危
険
因
子
を
複
数
併
せ
持
っ
た
状

態
を
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
危
険
因
子
が
い
く
つ

も
重
な
る
と
、
一
つ
一
つ
の
程
度

は
軽
く
て
も
動
脈
硬
化
が
急
速
に

進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

「
狭
心
症
」
や
「
心
筋
梗
塞
」「
脳

梗
塞
」
な
ど
の
重
大
な
病
気
を
引

き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
命
に

か
か
わ
る
病
気
に
つ
な
が
る
、
非

常
に
危
険
な
状
態
な
の
で
す
。

●
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
動
脈
硬
化

を
進
め
る

　

外
見
上
は
さ
ほ
ど
太
っ
て
い
な

く
て
も
、
実
際
は
内
臓
の
周
辺
に

脂
肪
が
た
ま
っ
た「
内
臓
型
肥
満
」

だ
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
臓
脂
肪
が

動
脈
硬
化
の
進
展
に
深
く
関
係
し

て
い
ま
す
。

●
日
頃
の
食
生
活
や
運
動
習
慣
が

大
き
く
影
響
す
る

　

内
臓
脂
肪
が
た
ま
っ
て
高
脂
血

症
を
起
こ
し
て
い
る
人
を
調
べ
た

と
こ
ろ
、
次
に
あ
げ
た
よ
う
な
生

活
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

【
食
生
活
】

・
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
る

・
緑
黄
色
野
菜
は
好
ま
な
い

大きいですが

１歳になりた

てで す！得意

技は頭ツキ☆

です！

角田　 龍飛 さん
りゅうひ

（１歳）東町

「いいお顔！！」

磯崎　 愛 さん
あい

（１歳６カ月）山部

 

　へそ周り　男性８５㎝以上、女性９０㎝以上のCT画像
　内臓脂肪断面積100c㎡以上だと内臓脂肪型肥満と診断
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許
飲
酒
運
転
の
根
絶

距
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

鋸
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

架
環
境
生
活
課　拶

３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

市
民
交
通
傷
害
保
険
の
　
　

お
知
ら
せ

　

年
齢
・
性
別
・
健
康
状
態
に
関

わ
ら
ず
加
入
で
き
ま
す
。

対
象
者　

市
民
及
び
市
内
へ
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方

保
険
料　

１
口
ひ
と
り
３
６
０
円

（
１
年
分
）
２
口
ま
で

期　

間　

平
成　

年　

月
１
日
→

１９

１０

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

秋
の
交
通
安
全
運
動

　

９
月　

日
か
ら
９
月　

日
ま
で
、

２１

３０

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

本
格
的
な
高
齢
社
会
が
進
む
中

で
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
交
通
事

故
の
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
的
確
に
対
処
す
る
た
め
、

次
の
重
点
事
項
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全

意
識
を
高
め
、
地
域
・
職
場
・
家

庭
な
ど
で
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

虚
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

平
成　

年
９
月　

日

２０

３０

受　

付　

９
月
３
日
俄
→　

日
画

２８

ま
で
に
環
境
生
活
課
、
山
部
支
所
、

東
山
支
所
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

現
在
、
加
入
し
て
い
る
方
は
、
更

新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
に
支
払
わ
れ
ま
す

　

車
両
に
よ
る
交
通
事
故
に
よ
り

ケ
ガ
を
さ
れ
た
場
合
（
自
動
車
・

バ
イ
ク
・
自
転
車
・
汽
車
・
電
車

ほ
か
）

架
環
境
生
活
課　拶

３
９
‐
２
３
０
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

を
更
新
し
ま
す

　

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
は
、

９
月　

日
を
も
っ
て
有
効
期
限
が

３０

満
了
し
ま
す
。　

月
１
日
以
降
は

１０

新
し
い
保
険
証
で
な
け
れ
ば
病
院

な
ど
で
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
新
し
い
保
険
証
は
、

９
月
下
旬
に
世
帯
ご
と
に
郵
送
い

た
し
ま
す
。（
一
部
の
方
に
つ
い
て

は
、
市
役
所
の
窓
口
で
交
付
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
）

　

ま
た
、
期
限
の
切
れ
た
保
険
証

は
市
役
所
国
保
年
金
係
か
支
所
へ

返
還
す
る
か
、
各
自
で
裁
断
す
る

な
ど
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

架
市
民
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
ふ
だ
ん

の
就
業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳
細

に
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用

政
策
を
始
め
経
済
政
策
な
ど
に
必

要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
本
市

で
は
、
扇
町
３
・
５
・
８
・
９
番
、

桂
木
町
1
番
・
2
番
の
一
部
、
瑞

穂
町
２
・
３
番
、
清
水
山
、
西
学

田
二
区
が
調
査
の
対
象
地
区
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

9
月
初
旬
か
ら
準
備
調
査
の
た

め
対
象
地
区
の
世
帯
に
、
9
月
下

旬
に
は
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世

帯
に
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

架
総
務
課
（
統
計
担
当
）

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

悪
質
な
貸
金
業
者
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

最
近
登
録
を
受
け
て
い
る
貸
金

業
者
に
よ
る
高
金
利
の
被
害
が
相

次
い
で
お
り
、
本
年
も
す
で
に
３

業
者
が
違
法
な
高
金
利
で
貸
付
を

行
っ
た
罪
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
聞
や
雑
誌
に
広
告
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
業
者
で
も
安
全
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
不
当
な
高
金
利
の
契

約
を
迫
ら
れ
た
と
き
や
、
契
約
書

を
渡
さ
な
い
よ
う
な
業
者
は
利
用

せ
ず
、
道
庁
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

賃
金
業
苦
情
相
談
専
用
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル

博士の本棚
　　　　　小川　洋子
子ども時代の読書の思
い出を語りだせば、私は
いつでも幸福な気持ち
になれる－。数学の本、
文学の本、野球を愛する
日々、幼い息子との生活、
犬と歩く道…。本によっ
てひらける多様で魅惑
的な世界へいざなう感
動のエッセイ。

●児童書（新着）
安東　みきえ頭のうちどころが悪かった熊の話
デイジー・メドウズプレゼントの妖精

●一般書（新着）
赤川　次郎厄病神も神のうち
吉村　　昭ひとり旅
恩田　　陸木洩れ日に泳ぐ魚

架図書館　拶２２‐３００５

定例休館日　　毎週月曜日　
特別休館日　　１８日峨、２３日蚊
図書館システム機器入替及び蔵書点検作業
のため９月２８日画→１０月６日臥まで休館と
させていただきます。

２階多目的ホール　
　９月８日松　午前１０時３０分から
　絵本・映画・紙しばいの集い
２階展示コーナー　
　９月４日峨→９日蚊
　渡邊百合江　富良野絵手紙２０周年展
１階読み聞かせコーナー
　毎週水曜日午後３時から
　サークルどんぐり 「絵本の読み聞かせ」

開館時間　火→金曜日　午前１０時→午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時→午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本
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拶
０
１
２
０
‐
１
‐
７
８
３
７
２

相
談
電
話

上
川
支
庁
商
工
労
働
観
光
課　

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
４
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

労
災
医
療
・
労
災
補
償
な
ど

の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す

　

財
団
法
人
労
災
保
険
情
報
セ
ン

タ
ー
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託

を
受
け
て
、
労
災
医
療
及
び
労
災

補
償
な
ど
の
労
災
保
険
制
度
全
般

の
ご
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

い
た
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

拶
０
１
２
０
‐
１
２
０
‐
２
０
８

架
財
団
法
人
労
災
保
険
情
報
セ
ン

タ
ー
北
海
道
事
務
所

拶
０
１
１
‐
７
４
６
‐
６
４
２
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

極
左
暴
力
集
団
に
よ
る
違
法

事
案
の
検
挙
と
非
公
然
ア
ジ

ト
の
摘
発

　

過
激
派
は
（
極
左
暴
力
集
団
）

は
社
会
主
義
・
共
産
主
義
革
命
を

め
ざ
し
、
平
和
で
自
由
な
民
主
主

義
社
会
を
暴
力
で
破
壊
、
転
覆
し

よ
う
と
企
て
て
い
る
反
社
会
的
集

団
で
す
。
ま
た
、
各
種
の
違
法
行

為
は
非
公
然
活
動
家
が
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
に
潜
伏
し
て
い
る
「
非
公

然
ア
ジ
ト
」
を
拠
点
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
警
察
で
は
、
道
民
の
み

な
さ
ん
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た

め
、
こ
れ
ら
過
激
派
の
壊
滅
に
向

け
て
、
非
公
然
ア
ジ
ト
の
摘
発
、

非
公
然
活
動
家
の
発
見
、
指
名
手

配
犯
人
の
検
挙
に
全
力
を
尽
く
し

て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
で
「
変

だ
な
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま
で
ご

連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

架
富
良
野
警
察
署　

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

知
っ
て
ま
す
か
？
　
　
　
　

　
　
警
察
相
談
の
日

　

警
察
で
は
９
月　

日
を
警
察
相

１１

談
電
話
番
号
に
ち
な
ん
で
警
察
相

談
の
日
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
の
ど
こ
に
い
て
も
、
家
庭

の
電
話
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）
や
公

衆
電
話
、
携
帯
電
話，

Ｐ
Ｈ
Ｓ
で

「
＃
９
１
１
０
」を
プ
ッ
シ
ュ
す
れ

ば
各
都
道
府
県
の
警
察
総
合
相
談

窓
口
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

家
庭
内
の
暴
力
や
子
ど
も
の
非

行
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
事
件
や

事
故
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
不
安

や
危
険
を
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら

ず
一
人
で
悩
ん
で
い
る
人
は
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
ワ
イ
ン
工
場
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
（
中
心
的
存
在
の
）
ワ
イ
ン
。

富
良
野
で
育
つ
こ
の
品
種
は
他
の

地
域
よ
り
も
色
調
が
濃
く
、
し
っ

か
り
と
し
た
タ
ン
ニ
ン
（
渋
み
）

を
持
っ
た
も
の
が
収
穫
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
５
年
以
上
（
木
樽
１
年
・

ビ
ン
４
年
）
熟
成
さ
せ
る
こ
と
で

果
実
香
・
樽
香
・
熟
成
香
が
絶
妙

に
折
り
合
い
、
余
韻
の
長
く
綺
麗

な
ワ
イ
ン
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
さ

ら
な
る
熟
成
も
期
待
で
き
る
逸
品

で
す
。

ワ
イ
ン
の
タ
イ
プ
…
や
や
重
い

品
種
…
ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ
種

　
　
　
　
　
３
１
５
７
円

　
こ
の
ワ
イ
ン
に
使
用
し
て
い
る

ブ
ド
ウ
は
ワ
イ
ン
工
場
で
開
発
し

た
も
の
で
、
山
ぶ
ど
う
の
交
配
品

種
で
す
。
辛
口
に
仕
上
げ
ス
パ
イ

シ
ー
な
香
り
が
強
く
、
父
親
で
あ

る
山
ぶ
ど
う
の
コ
ク
と
酸
味
を
受

け
継
い
だ
骨
格
の
し
っ
か
り
し
た

ワ
イ
ン
で
す
。

ワ
イ
ン
の
タ
イ
プ
…
普
通

品
種
…
ふ
ら
の
２
号

（
セ
イ
ベ
ル
種
×
山
ぶ
ど
う
）

交
配
者
…

ふ
ら
の
ワ
イ
ン
前
所
長
　

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
安
　
俊
明

　
　
　
　
　
１
８
０
２
円

　
最
も
ぶ
ど
う
の
香
り
（
マ
ス

カ
ッ
ト
香
）
が
強
い
タ
イ
プ
。
ア

ル
コ
ー
ル
分
が
低
め
の
た
め
口
当

た
り
が
や
さ
し
く
、
口
の
中
い
っ

ぱ
い
に
ぶ
ど
う
の
風
味
が
広
が
る

甘
口
タ
イ
プ
で
す
。
女
性
に
大
変

人
気
の
あ
る
商
品
で
す
。

ワ
イ
ン
の
タ
イ
プ
…
甘
口

品
種
…
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
マ
ス
カ
ッ

ト　
セ
イ
ベ
ル
（
1
3
0
5
3
）
種

　
　
　
　
　
１
１
０
７
円

ツ
バ
イ
ゲ
ル
ト
レ
ー
ベ

羆
の
晩
酌
（
ひ
ぐ
ま
の

ば
ん
し
ゃ
く
）

ソ
レ
イ
ユ

国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

銅
賞
受
賞
ワ
イ
ン

２
０
０
７
年
７
月
に
山
梨
に
て
開
催
さ
れ
た

国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
（
第
５
回
）
に
お
い

て
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
の
３
種
類
が
見
事
銅
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

ど
の
ワ
イ
ン
も
人
気
が
高
く
数
量
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ふ
ら
の
ワ
イ
ン

の
品
質
の
高
さ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

２
０
０
７
年
（
第
５
回
）

問
合
せ
　
ワ
イ
ン
工
場
　
２
２
‐
３
２
４
２
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拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間
」
人
権
相
談
の
お

知
ら
せ

　

い
じ
め
な
ど
に
関
す
る
電
話
相

談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談

く
だ
さ
い
。

受　

付　

９
月　

日
俄
→
９
月　

１７

２３

日
蚊
。　

日
か
ら　

日
は
午
前
８

１７

２１

時　

分
→
午
後
７
時
。　

日
と　

３０

２２

２３

日
は
午
前　

時
→
午
後
５
時

１０

電
話
番
号

　

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
1
1
0

架
旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

拶
０
１
６
６
‐
５
３
‐
３
９
４
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

D
T
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷

風
混
合
）
予
防
接
種

対
象
者　
　

歳
以
上　

歳
未
満

１１

１３

（
主
に
小
学
６
年
生
）

と　

き　

９
月
７
日
画

　
　

午
後
３
時　

分
→
４
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

と　

き　

９
月　

日
牙

１３

　
　

午
後
４
時
→
４
時　

分
３０

と
こ
ろ　

山
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き　

９
月　

日
画

２８

　
　

午
後
３
時　

分
→
４
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

架
保
健
課　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
場
合
は
次
の

番
号
に
か
け
て
く
だ
さ
い
。

北
海
道
警
察
本
部

拶
０
１
１
‐
２
４
１
‐
９
１
１
０

旭
川
方
面
本
部

拶
０
１
６
６
‐
３
４
‐
９
１
１
０

架
富
良
野
警
察
署　

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

緊
急
地
震
速
報

　

月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

１０
　
「
緊
急
地
震
速
報
」
と
は
、
地
震

の
発
生
及
び
そ
の
規
模
を
素
早
く

知
り
地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
が
始

ま
る
数
秒
か
ら
数
十
秒
前
に
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
強
い
揺
れ
が
来
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
め
ざ

す
新
し
い
情
報
で
す
。
た
だ
し
、

震
源
に
近
い
地
域
で
は
「
緊
急
地

震
速
報
」
が
強
い
揺
れ
に
間
に
合

わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
緊
急
地
震
速
報
」を
見
聞
き
し
た

場
合
の
対
応
要
領

　

周
囲
の
状
況
に
応
じ
て
あ
わ
て

ず
に
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す

る
。
緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し

て
か
ら
、
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で

の
時
間
が
数
秒
か
ら
数
十
秒
の
間

に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
取
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

架
富
良
野
警
察
署　

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

秋
の
博
物
館
　
　
　
　
　
　

　
　
美
術
館
め
ぐ
り

　

日
本
で
最
初
の
私
立
美
術
館
と

し
て
開
設
さ
れ
た
大
倉
集
古
館
所

蔵
の
国
宝
「
古
今
和
歌
集
序
」
や

横
山
大
観
の
名
作
「
夜
桜
」
を
筆

頭
に
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
含

む
日
本
の
中
世
〜
近
代
美
術
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
近
代
美
術
館
で
鑑

賞
、
そ
の
他
北
海
道
大
学
総
合
博

物
館
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
博
物
館

も
見
学
し
ま
す
。

と　

き　
　

月
３
日
我

１０

　
　
　
　

午
前
８
時
→
午
後
６
時

集　

合　

文
化
会
館

参
加
料　

４
０
０
０
円
（
昼
食
・

観
覧
・
バ
ス
代
込
み
）

定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

４２

申
込
み　

９
月　

日
ま
で
に
博
物

２５

館
ま
で
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

架
博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

講
座
・
講
習

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

「
富
良
野
市
の
持
続
可
能
性
」

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

北
海
道
大
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ガ
バ
ナ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
富
良
野
市
の
農
業
と
観
光

の
融
合
や
全
国
的
に
知
ら
れ
る
富

良
野
の
知
名
度
を
ど
う
生
か
し
て

い
く
の
か
、
公
開
講
演
会
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。（
北
大
農
学
部
と
富
良
野
市
が

後
援
し
ま
す
）

と　

き　

９
月　

日
画

２８

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
３０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
会
議
室

参
加
料　

無
料

内　

容　

虚
６
次
産
業
と
し
て
の
農
業

　

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究

院
教
授　

大
崎　

満
氏

許
湯
布
院
、
町
作
り
か
ら
次
へ
！

　

湯
布
院
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　

田
井　

修
二
氏

距
国
際
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
ー
ク
氏

鋸
総
合
討
論

申
込
み　

事
前
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
会
場
へ
直
接
お
越

し
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sgp.hokudai.ac.jp/SG

        
 
 
                     

-  

P.htm

     

l  

架
北
海
道
大
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ガ
バ
ナ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

拶
０
１
１
‐
７
０
６
‐
４
５
３
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

中
小
企
業
大
学
校
研
修

コ
ー
ス　

・
経
営
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

月　

日
俄
・　

日
峨

１０

１５

１６

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

・
改
善
で
見
え
て
く
る
生
産
革
新

　
　
　
　

月　

日
俄
→　

日
牙

１０

２２

２５

　
　
　
　
　
　
　

３
２
０
０
０
円

・
明
日
か
ら
で
き
る
営
業
の
基
本

　
　
　
　

月　

日
俄
・　

日
峨

１０

２９

３０

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

・
す
ぐ
身
に
つ
く
営
業
の
基
本

　
　
　
　

月
１
日
俄
・
２
日
峨

１０

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

・
目
標
管
理
と
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン

　

ト　
　
　

月
２
日
峨
→
５
日
画

１０

　
　
　
　
　
　
　

３
２
０
０
０
円

・
環
境
経
営
管
理
実
務
講
座

　
　
　
　

月　

日
我
・　

日
牙

１０

１０

１１

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
養

　

成
講
座
Ⅱ

　
　
　
　

月　

日
牙
・　

日
画

１０

１１

１２

　
　
　
　
　
　
　

１
９
０
０
０
円

と
こ
ろ　

中
小
企
業
大
学
校
旭
川

校
（
旭
川
市
緑
が
丘
東
３
条
２
丁

目
２
番
１
号
）

架
中
小
企
業
大
学
校
旭
川
校

拶
０
１
６
６
‐
６
５
‐
１
２
０
０

9
月
当
番
医
の
変
更
に
つ
い
て
 

　

広
報
ふ
ら
の
お
知
ら
せ
版
８
月

　

日
号
（
№
１
２
５
）「
暮
ら
し
の

１５カ
レ
ダ
ー
」
内
の
休
日
夜
間
当
番
医

が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
っ
て
い

ま
す
。

9
月
7
日
画
　
か
と
う
整
形
外
科

　
　
　
　
　
　
→
ふ
ら
の
西
病
院
 

9
月
　
日
画
　
ふ
ら
の
西
病
院
→
 

14

　
　
　
　
　
　
か
と
う
整
形
外
科
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年年金金だだよよりり
国民年金保険料の納付について
　国民年金保険料は、２年以内に納付しなけ
れば時効となります。ただし、免除（全額・
半額）・学生納付特例の承認を受けている期
間については、１０年間さかのぼって追納する
ことができます。
　いずれの場合も、そのままにしておくと将
来受け取る年金額が減額されますので、余裕
ができたら保険料を納めることをお勧めし
ます。すでに納付の期間を過ぎてしまった場
合は、６０歳から６５歳までの間、任意加入し、
年金額を増額することもできます。
国民年金保険料の『半額免除』を受けている
方へ
　国民年金保険料の「半額免除」を認められ
ると、保険料の半額7,050円（平成１９年度）
を納め、残りの半額分の納付が免除されます。
　半額免除を認められた期間は、老齢基礎年
金の受給資格を得るための期間として数え
られ、老後の年金額を計算する際に、全額保
険料（１４,１００円（平成１９年度））を納付した
期間と比べて３分の２の年金額として反映
されます。ただし、半額免除を認められてい
ても半額の保険料を納めないままでいると、
その期間は「未納期間」として扱われ、老齢
基礎年金の受給資格を得る期間としても数
えられず、老後の年金額にも反映されません
ので、必ず保険料月額７,０５０円（平成１９年度）
を納めましょう。また４分の１・４分の３免
除を受けている方についても同様ですので、
免除に応じた保険料を納めましょう
　保険料の支払いはお忘れなく

架市民課　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１７年９月生まれ(満６５歳)の方は、誕生
日の前日以降に手続きをしてください。
　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてく
るはがきが、基礎年金の手続きになりますの
で、改めて手続きする必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
市
職
員
採
用
試
験

　
平
成　

年
１
月
１
日
及
び
平
成

２０

　

年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
採
用

２０試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
平
成　

年
１
月
１
日
採
用
】

２０

募
集
人
員
と
受
験
資
格

看
護
教
員
【
１
名
】

　

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た

す
方

敢
保
健
師
、
助
産
師
ま
た
は
看
護

師
と
し
て
看
護
専
門
分
野
の
一
業

務
に
３
年
以
上
従
事
し
た
方
で
、

大
学
に
お
い
て
教
育
に
関
す
る
科

目
を
履
修
し
た
方

柑
保
健
師
、
助
産
師
ま
た
は
看
護

師
と
し
て
５
年
以
上
業
務
に
従
事

し
た
方
で
、
採
用
後
に
長
期
教
員

研
修
を
受
講
で
き
る
方

桓
専
任
教
員
と
し
て
必
要
な
研
修

を
受
け
た
方

棺
前
敢
→
桓
の
応
募
資
格
年
齢
は
、

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

４２

れ
た
方
と
し
ま
す
。

試
験
内
容

　

個
別
面
接
に
よ
る
口
述
試
験
と

申
込
書
記
載
事
項
な
ど
に
つ
い
て

身
上
調
査
を
行
い
ま
す
。

試
験
日
及
び
場
所

と　

き　
　

月
２
日
峨

１０

と
こ
ろ　

富
良
野
市
役
所

※
時
間
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

応
募
後
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
平
成　

年
４
月
１
日
採
用
】

２０

募
集
人
員
と
受
験
資
格

看
護
教
員
【
１
名
】

　

平
成　

年
１
月
１
日
採
用
受
験

２０

資
格
と
同
じ

試
験
内
容
・
試
験
日
及
び
場
所

　

平
成　

年
１
月
１
日
採
用
と
同

２０

じ【
共
通
事
項
】

居
住
要
件

　

採
用
後
、
市
内
に
通
勤
可
能
な
方

受
験
手
続
き

　

総
務
課
職
員
係（
市
役
所
１
階
）

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
次
の
期
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

９
月
３
日
俄
→
９
月　

日
峨
ま

２５

で
の
午
前
９
時
→
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）。

　

郵
送
に
よ
る
申
込
み
は
９
月　
２５

日
峨
ま
で
の
着
信
に
限
り
ま
す
。

架
総
務
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
す
る
住
宅

一
般
世
帯
向
け
住
宅　

６
戸

北
の
峰
西
団
地
（
北
の
峰
町　

番
）

２３

浴
室
有
（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）
１
戸

５３

東
麻
町
団
地
（
東
麻
町　

番
）
浴

１２

室
有
（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）
１
戸

５１

北
麻
町
団
地
（
北
麻
町
３
番
）
浴

室
有
（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）
１
戸

４７

北
麻
町
団
地
（
北
麻
町
３
番
）
浴

室
無
（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）
１
戸

４４

北
麻
町
団
地
（
北
麻
町
１
番
）
浴

室
無
（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）
１
戸

４４

東
町
団
地
（
東
町
４
番
）
浴
室
無

（
昭
和　

年
３
Ｄ
Ｋ
）　
　
　

１
戸

４３

単
身
向
け
住
宅　

１
戸

東
麻
町
団
地（
低
）（
東
麻
町　

番
）

１３

浴
室
有
（
昭
和　

年
２
Ｄ
Ｋ
） 　

４８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
戸

受
付
期
間　

９
月　

日
俄
→　

日
画

１０

２１

入
居
資
格

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

家　

賃　

入
居
す
る
方
の
収
入
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み　

都
市
建
築
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、必
要
な
書
類（
収

入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

架
都
市
建
築
課拶

３
９
‐
２
３
１
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

救
援
金
の
募
集

○
宮
崎
県
台
風
５
号
被
害
義
援
金

募
集
期
間　

９
月　

日
画
ま
で

２８

受
付
方
法

虚
郵
便
振
替
口
座（
手
数
料
免
除
）

口
座
番
号

０
１
７
３
０
‐
３
‐
２
５
３
２
３

口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社
宮
崎

県
支
部

※
通
信
欄
に
は
「
台
風
義
援
金
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

許
日
本
赤
十
字
社
富
良
野
市
地
区

の
窓
口
（
福
祉
課
内
）

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１
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■８月１１日、１２日とソフトテニス大会に参加してき
ました。団体戦決勝トーナメント１回戦の相手は有
名な強豪チーム。一進一退の白熱したゲームの末、
なんとか勝利。後で相手選手のプロフィールを見る
と自分よりも２０歳以上も年上。なんて奥の深いス
ポーツなんだと今更ながら感心しました。（と）

■冷夏の７月と猛暑のお盆。今年も異常気象は続く。
息子が夏休み、毎朝異常起床。原因はラジオ体操。
夏休み多くの連合会でラジオ体操を行っています。
普段動かさない筋肉をラジオ体操では使うため大
人にもよい運動です。ウォーキング後のラジオ体操。
一年中続けるのがいいようです（さ）

編集

後記

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

一
方
、　

社
が
加
盟
す
る

１７

播
州
織
産
元
協
同
組
合
で
は
、

市
内
の
中
学
校
が
環
境
教
育

の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

マ
イ
バ
ッ
ク
を
製
作
の
た
め

病
院
の
窓
に
コ
ス
モ
ス
色
増
せ
り

保
田
　
貞
子

水
門
の
水
音
高
く
夏
終
わ
る

松
藤
　
道
子

片
陰
り
幼
蹴
り
合
ふ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
　
美
雪

端
居
し
て
古
き
良
き
世
を
子
に
語
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
弘
子

泥
水
の
土
管
溢
る
る
夕
立
あ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
崎
　
健
治

甲
子
園
汗
と
涙
の
砂
袋

武
内
　
昭
子

ハ
イ
ハ
イ
の
上
手
に
な
り
て
い
た
づ
ら
も

眼
は
離
せ
な
き
六
ケ
月
の
孫
よ
　
　
　
鎌
田
　
敬
子
　

中
学
生
校
門
出
で
て
自
転
車
で

ペ
ア
を
組
み
つ
つ
生
き
生
き
帰
る
　
　
村
上
せ
つ
子

く
さ
ぐ
さ
の
想
ひ
注
ぎ
て
今
朝
咲
き
し

額
紫
陽
花
の
一
輪
を
切
る
　
　
　
　
　
寺
島
　
君
子

絵
筆
も
て
夏
描
き
を
り
朝
顔
に

団
扇
風
鈴
露
草
涼
し
き
　
　
　
　
　
　
近
藤
富
貴
子

T
シ
ャ
ツ
と
真
赤
な
リ
ュ
ッ
ク
自
転
車
に

夏
の
風
き
り
孫
遠
ざ
か
る
　
　
　
　
　
坂
東
　
節
子

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日→金曜日　
　　　　　　　　　午前８時→８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　９月２９日臥　午前１０時→１０時４５分

　

６
月　

日
に
播
州
織
工
房

３０

館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
や
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
、
播
州
織
を

⑨

使
っ
た
服
や
小
物
な
ど
様
々

な
商
品
が
並
ん
で
、
多
く
の

来
館
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

お
り
、　

今
後
、
参
加
者
が
播

州
織
の
魅
力
を
体
感
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
計
画
さ
れ

の
生
地
４
５
０
人
分
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

（
広
報
に
し
わ
き
８
月
号
よ

り
）

　

播
州
織
工
房
館
オ
ー
プ
ン

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ


